
まえがき

このたびは、BYD 車をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。車両を正しく利用、
メンテナンスしていただくために、利用前に必ず本オーナーズマニュアルをお読みになり、大切
に保管してください。

特記事項：BYD は、純正部品を使用し、マニュアルに従って正しく利用、メンテナンス、整備
することをおすすめしています。非純正部品への交換や車両の改造を行うと、車両の性能、特に
安全性や耐久性に影響を与えるおそれがあります。それにより発生した車両の破損および性能
上の不具合は品質保証対象外となります。また、車両の改造は、国の法規や地方条例に違反する
場合があります。

より良いサービスをお届けするために、皆さまからの貴重なご意見やアドバイスをいただけまし
たら幸いです。そのためにも正確な連絡先情報をご提供ください。また、変更が生じた場合は速
やかに BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場にご連絡いただき、システム情報の更
新をお願いいたします。あわせて、国の関連法規および地方条例に常に注意を払い、速やかに車
両登録を行ってください。そうしないと、車両登録ができなくなるおそれがあります。

車両を譲渡する際は、本マニュアルも次のオーナーにお渡しください。

本オーナーズマニュアルに「＊」記号が付いている内容は、一部の車種にのみ適用されます。使
用しているイラストは代表例です。お買い上げの車両と異なる場合は、実車をご確認ください。

本オーナーズマニュアルに「警告」、「注意」および「お願い」が記載されているところは、怪我
や車両の破損を防ぐため、記載内容を必ずお守りください。シンボルマークの表示や使い方は、
次の通りです。

警告

警告
身の安全を守るために守らなければならない事項。

注意

注意
車両の損傷を防ぐために守らなければならない事項。

お願い

お願い
メンテナンスなどを容易にするために守らなければならない事項。

 左図に示す禁止マークは、「このようにしないでください」、または「このようなことを起

こさないでください」を意味します。

1



本オーナーズマニュアルは、製品を正しくお使いいただくためのものであり、本製品の仕様およ
びソフトウェアバージョンに関する説明を表すものではありません。製品仕様やソフトウェア
バージョンについては、本製品に関する契約書（ある場合）をご参照していただくか、製品をお
買い上げいただいた販売店までお問い合わせください。

著作権は、BYD に帰属します。

BYD から書面による許可を得ずに、本マニュアルの一部または全部の内容を転載、複製、保存
または翻訳することを禁じます。そして、電子またはその他のいかなる形式でも配布することを
禁じます。
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無断での転載・複製・配布を禁じます。違反が認められた場合、法的措置を取ることがありま
す。
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シートベルト

シートベルトについて

シートベルトを正しく使用することで、急
ブレーキ、急ハンドル、衝突の際に乗員の
死傷者数を大幅に減らすことが研究により
明らかになっています。以下をよくお読み
になり、厳守してください。

警告

● すべての乗員は、走行前に必ずシー
トベルトを正しく着用してくださ
い。急ブレーキや衝突事故の時に乗
員が傷害を負い、死亡事故になるお
それを避けるためです。

● 車両のシートベルトは大人のサイズ
に合わせて設計されているため、お
子様向けではありません。お子様の
年齢や体格にあった適切な幼児用補
助装置（チャイルドシート）を選定
してください（詳細は（27 ペー
ジ）を参照してください）。

● シートベルトの破損または異常があ
る場合は、ただちに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に点検や処置を依頼してください。
それまでは該当シートを使用しない
でください。

● 事故による傷害または重傷を負わないた
めに、ドライバーおよび乗員全員は常に
シートベルトの着用を徹底してくださ
い。

● お子様が乗車する場合は、必ずリアシー
トに乗せてシートベルトと適切なチャイ
ルドシートを使用してください。急ブレ
ーキや衝突事故発生時に幼児用補助装置
を利用していないと、生命にかかわる重
大な傷害を負うおそれがあります。緊急
ブレーキや衝突事故発生時にお子様を確
実に守るため、お子様を膝の上に乗せな
いでください。

シートベルト緊急ロック（ELR）機能

● 急ハンドル、急ブレーキ、衝突事故があ
った場合や、乗員の身体が勢いよく前へ
傾くと、シートベルトは自動的にロック
し、乗員を効果的に拘束および保護しま
す。

● 走行中は、シートベルトが乗員の動きに
合わせて伸縮するため、身体を動かして
も支障はありません。

● シートベルトの引き出し方が速く、シー
トベルトがロックされた場合は、シート
ベルトを少し巻き戻してからゆっくり引
き出すと、シートベルトをスムーズに引
き出すことができます。

シートベルトのプリテンショナー/ロードリ
ミット機能

● 重大な正面衝突事故が発生し、プリテン
ショナーの作動条件が揃った場合、プリ
テンショナーはシートベルトの緩みを瞬
時に巻き取りロックし、乗員の身体を拘
束します。

● ロードリミッターは、乗員にかかるシー
トベルトの過度な負荷を回避するため拘
束力を一定レベルに保ち、乗員にかかる
拘束力の強さの衝撃を緩和します。

警告

● プリテンショナー機能が作動した場
合は、必ずシートベルトを交換して
ください。

● シートベルトプリテンショナーが作
動すると、音や白煙が発生すること
があります。

シートベルトの着用

1. シートおよびシートバックを適切な位置
や角度に調節します。

2. 3 点式シートベルトの位置を調節しま
す。
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● 正しい運転姿勢でシートベルトのストラ
ップをゆっくり引き出し、肩部から胸骨
を通るように装着します。このとき、シ
ートベルトが首に触れたり、肩から滑り
落ちたりしないようにしてください。腰
ベルトは腰部を押さえず、できる限り骨
盤部を通るように装着してください。

3. タングプレートをバックルに「カチッ」
と音がするまで挿し込んでから、反対方
向にタングプレートを引っ張り、確実に
ロックできたかを確認します。シートベ
ルトにねじれがないように注意してくだ
さい。

警告

● 肩ベルトは、肩の真ん中を通してく
ださい。また、シートベルトは首か
ら遠く離し、肩から簡単に外れない
ようにしてください。そうしない
と、急ブレーキや事故の時にシート
ベルトが十分に機能せず、乗員の重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● 事故のときに、乗員の腹部にベルト
がかかったことで発生する傷害を避

警告

けるため、腰ベルトを骨盤部のでき
るだけ低い位置に掛けてください。

● シートベルトの保護機能をより発揮
させるために、シートベルトを身体
に密着させ、緩みやねじれがないよ
うにてください。

4. シートベルトのロックを解除します。

● バックルの赤い解除ボタンを押すと、タ
ングプレートが外れ、シートベルトが戻
ります。

● シートベルトがスムーズに戻らない場合
は、シートベルトを引き出してねじれが
ないかをチェックしてください。

警告

● シートベルトは 1 人用です。お子
様も含めて、2 人以上で 1 本のシー
トベルトを使わないでください。

● シートバックを倒しすぎないでくだ
さい。シートバックを直立にするこ
とで、シートベルトの保護機能が十
分に発揮できます。

● 妊娠中の方も、他の乗員と同じよう
にシートベルトを正しく着用してく
ださい。事故発生時にベルトが腹部
にかかることで妊婦や胎児に重大な
傷害を起こさないために、腰ベルト
を骨盤部のできるだけ低い位置に掛
けてください。
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警告

● リアシートのシートベルトの着用方
法はフロントシートと同じです。リ
アシートのシートベルトが保護機能
を確実に発揮できるように、タング
プレートを対応するバックルに確実
に挿し込んでください。ドライバー
は、乗員にシートベルトを正しく着
用させる責任があります。

● シートベルトが破損するおそれがあ
るため、シートベルトやタングプレ
ート、およびバックルがドアに挟ま
れないようにしてください。

● 車内に荷物を積載する際は、荷物が
シートベルトのスムーズな引き出し
や巻き取りを妨げないようにしてく
ださい。

● シートベルトの取り外し、分解、改
造やシートベルト配線の修理を絶対
にしないでください。シートベルト
装置の電気回路を勝手に接続しない
でください。プリテンショナー装置
の誤作動や正常に作動しない原因と
なることがあります。

● 事故発生後は、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場でシ
ートベルトを点検してください。プ
リテンショナー機能が作動した場合
は、シートベルトを交換してくださ
い。

● 重大な事故が発生した場合は、明ら
かな損傷がなくても、シート ASSY
と一緒にシートベルトを交換し、エ
アバッグシステムを十分に点検して
ください。

● また、シートベルトは必ず規格に適
合したものと交換してください。

● タングプレートとバックルを確実に
結合させるために、バックルには、
コイン、クリップまたは他の異物を
入れないでください。

● 機能を正常に保つため、シートベル
トを定期的に点検してください：

警告

● シートベルトを完全に引き出し、
切り傷、摩耗、ほつれなどの異常
がないか、シートベルトがスムー
ズに巻き取れるかを点検してくだ
さい；

● バックルがシートベルトを確実に
固定できることを確認してくださ
い；

● 異常がある場合は、ただちに BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場にチェックや処置を
依頼し、それまでは該当するシー
トを使用しないでください。

● プリテンショナー付きシートベルト
をご自身で廃棄しないでください。
車両を廃棄する場合、またはシート
ベルトを廃棄する前に、必ず BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場にご相談ください。

シートベルトリマインダー

車両の走行可能表示灯が「OK」の状態で、
ドライバーまたは乗員がシートベルトを着
用していない場合、音と光による警報シス
テムが作動します。

● シートベルト非着用警告灯 
ドライバーまたは乗員のいずれかがシー
トベルトを着用していない場合、インス
トルメントクラスターのシートベルト警
告灯が点灯します。

● 非着用座席の表示

ドライバーまたは乗員のいずれかがシー
トベルトを着用していない場合、インス
トルメントクラスターに未着用の座席位
置が表示されます。

● シートベルト非着用警告音

走行中、ドライバーまたはいずれかの乗
員がシートベルトを着用していない場
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合、警告音が鳴り、ドライバーや乗員に
注意喚起します。

● リアシートベルト非着用警告灯

リアシートベルト非着用警告灯はフロン
トヘッドライニングにあります。リアシ
ートのいずれかの乗員がシートベルトを
着用していない場合、該当座席の表示灯
が点灯します。

● ドライバーと乗員がシートベルトを着用
すると、上記の警告灯が消え、警告音が
停止します。

警告

● 上記機能の異常または故障がある場
合は、ただちに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場まで
連絡してください。機能が正常に戻
るまでは、該当シートを使用しない
でください。

● 走行中、乗員はシートに座ってシー
トベルトを確実に着用してくださ
い。着用しないと、急ブレーキや衝
突事故時に、乗員の生命にかかわる
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● バックソナー警告音が優先されるた
め、シートベルト非着用警告音が一
時的に鳴らないことがあります。

お願い

● 助手席に荷物などを置いた場合、誤
って音と光による警告が作動するこ
とがあります。

お願い

● 子供や小柄な乗員が助手席に座って
いる場合や、クッションなどを使用
している場合、センサーが乗員を検
知できず、正常に作動しないことが
あります。

エアバッグ

エアバッグについて

● エアバッグは補助拘束システム（SRS）
の一部分で、シートやシートベルトの働
きを補助します。大きな衝突事故が発生
してシステムの作動条件が揃うと、エア
バッグが瞬時に膨張します。シートベル
トと併用することで、ドライバーおよび
乗員の頭部や胸部などを保護し、負傷や
死亡の確率を軽減します。

● エアバッグシステムは、衝突の方向と条
件によって、フロントエアバッグとサイ
ドエアバッグに大別されます。フロント
エアバッグには、運転席エアバッグ、助
手席エアバッグがあり、サイドエアバッ
グには、シートサイドエアバッグとサイ
ドカーテンエアバッグがあります。

● エアバッグシステムはシートベルトに取
って代わるものではなく、パッシブセー
フティシステム全体の一部に過ぎませ
ん。シートベルトを確実に締めていない
と、保護機能を最大限に発揮できません。

警告

● シートベルトとエアバッグシステム
の保護機能を最大限に発揮できるよ
うに、正しい姿勢でシートベルトを
着用してください。

● エアバッグの部品をご自身で取り外
したり、取り付けたりしないでくだ
さい。
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警告

● BYD が装着を認めていないシート
カバーでは、エアバッグ性能の低下
につながったり、乗員に思わぬ傷害
を及ぼしたりするおそれがありま
す。

● エアバッグと乗員との間には、絶対
にものを置かないでください。

● エアバッグが装備されている部位
（ステアリングホイール、インストル
メントパネル、シートサイドなど）
に過度な力を加えないでください。

● 衝突事故発生時にエアバッグモジュ
ールが展開せず、プリテンショナー
シートベルトがロックされなくて
も、エアバッグコントロールユニッ
トが正常に作動することを確認する
ため、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。

 エアバッグ警告灯

● エアバッグシステムは、電子コントロー
ルユニットでモニタリングし、自己診断

機能によりコンビネーションメーターの
警告灯でシステムの状態を表示します。

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にした
後、エアバッグ警告灯が約 5 秒間点灯後
に消灯した場合、システムに異常がない
ことを示します。

警告

● エアバッグ警告灯が常時点灯してい
る場合は、システムに故障が発生し
ていることを示しています。早めに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場でエアバッグシステ
ムを点検してください。そうしない
と、エアバッグの機能に影響を及ぼ
すおそれがあります。

● 車両が浸水した（カーペットが濡れ
ている、車両が水没しているなど）、
または浸水によって損傷した場合
は、車両の電源を入れずに起動バッ
テリーの接続を外してください。エ
アバッグが展開して重大な人身事故
につながるおそれがあります。
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エアバッグタイプ

①運転席および助手席エアバッグ ③サイドカーテンエアバッグ

②シートサイドエアバッグ*
運転席および助手席エアバッグ

● 運転席エアバッグはステアリングホイー
ル内、助手席エアバッグはインストルメ
ントパネル内に取り付けられており、
「AIRBAG」の表示があります。車両電源
投入後、中程度から重度の衝突によって
エアバッグの作動条件が揃うと、エアバ
ッグが展開して乗員の負傷を軽減しま
す。

フロントエアバッグの作動プロセス

● 中程度から重度の正面衝突が発生する
と、センサーは急激な減速を検知してコ
ントロールユニットに信号を発信し、フ

ロントエアバッグを瞬時に膨張させま
す。

● 正面衝突の場合、シートベルトが下半身
と胴体を固定し、エアバッグがクッショ
ンの役割を果たすことで、頭部と胸部を
保護します。

● 衝突の強さがエアバッグ作動条件のしき
い値に達しない場合は、シートベルトが
主な保護機能を発揮します。エアバッグ
は最小限の補助保護を提供します。

● フロントエアバッグは膨張するとすぐに
収縮するため、ドライバーの視線やステ
アリングホイール、またはその他の制御
装置の操作を妨げることはありません。
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● エアバッグは作動条件が揃うと瞬間的に
膨張するため、事故発生時にドライバー
や乗員をさらに保護することができま
す。

● エアバッグ作動時は大きな音が発生しま
すが、通常は人に傷害を与えることはあ
りません（耳鳴りまたは一時的な聴力障
害を起こすことはありますが、すぐに回
復します）。

警告

● スマートフォンホルダー、カップホ
ルダー、灰皿などのアクセサリーは、
エアバッグカバーの上またはエアバ
ッグの作動範囲に取り付けないでく
ださい。そうしないと、事故が発生
してエアバッグが展開することで怪
我をする危険性が高まります。

● 衝突によりエアバッグが展開する
と、煙や粉じんが発生することがあ
ります。これらの煙や粉じんは無害
ですが、呼吸器疾患のある人は一時
的に何らかの不快感を感じる可能性
があります。安全を確保した上で、
速やかに車両から離れてください。
深刻な不快感があるときは、速やか
に医師の診断を受けてください。

● 運転席および助手席乗員エアバッグ
が展開すると、フロントガラスが破
損する可能性があります。

● 車両が強い側面衝撃を受けた場合、
ドライバーおよび助手席乗員エアバ
ッグも展開する可能性があります。

シートサイドエアバッグ

● シートサイドエアバッグはフロントシー
トのシートバックの外側に備えられてお
り、「AIRBAG」の表示があります。車両
の電源ポジションが「ON」の場合、走行
中に発生した中程度から重度の衝突によ
り、シートサイドエアバッグの作動条件
が揃うと、シートサイドエアバッグが作
動し、衝突を受けた側の乗員の胸部を保
護し、怪我を軽減します。

警告

● シートバックを濡らさないでくださ
い。シートサイドエアバッグが正常
に動作できなくなるおそれがありま
す。

● シートバックにカバーを掛けたり、
ご自身でシートバックのカバーを交
換したりしないでください。不適切
なシートバックカバーの交換や不適
切なカバーの使用は、衝突発生時に
シートサイドエアバッグの作動を妨
げるおそれがあります。

● 側面衝突がシステムの作動条件を満
たした場合、通常は衝突を受けた側
のエアバッグのみが作動します。

● シートサイドエアバッグの機能を最
大限に発揮させるため、乗員はシー
トベルトを確実に着用し、正しい姿
勢で身体をシートバックに密着させ
る必要があります。

● ドアを閉める際は過度な力を加えな
いでください。シートサイドエアバ
ッグが誤作動するおそれがありま
す。

サイドカーテンエアバッグ

● 左右サイドカーテンエアバッグは、ボデ
ィーサイドとヘッドライニングの結合部
に内蔵されており、B ピラーパネル、C
ピラーパネルに「AIRBAG」の表示があり
ます。車両電源投入後、中程度から重度
の衝突を受け、作動条件が揃うとサイド
カーテンエアバッグが瞬時に膨らみ、乗
員の頭部を保護し、怪我を軽減します。

警告

● サイドカーテンエアバッグの機能を
最大限に発揮させるために、乗員は
シートベルトを確実に着用し、正し
い姿勢で身体をシートバックに密着
させてください。
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エアバッグの作動条件およ
び注意事項

エアバッグの作動条件

● エアバッグが作動する決定的な要素は、
衝突発生時の衝撃力の強さ、事故パター
ン、衝突角度、障害物および速度が関係
しています。また、特殊な衝突事故が発
生したときも、エアバッグシステムが作
動することがあります。

● エアバッグシステムは、すべての事故に
おいて機能するわけではありません。軽
度な正面衝突、側面衝突、後面衝突、ま
たは横転事故が発生した場合は、エアバ
ッグシステムは作動しません。ドライバ
ーや乗員は、確実に保護を受けられるよ
うにシートベルトを正しく着用してくだ
さい。

● エアバッグシステムの作動を決定する要
因：衝突時に生成され、エレクトロニッ
クコントロールユニット (ECU)によって
取得される減速度曲線と設定値を、総合
的かつインテリジェントに比較したうえ
で判断します。衝突時に生成され検知さ
れる減速度曲線などの信号が、ECU 内部
に予め設定された関連基準値より低い場
合は、車両が衝撃で大きく変形したとし
てもエアバッグは作動しません。

● BYD のエアバッグシステムの ECU は、一
般的な誤使用や道路状況を十分に考慮し
て設計されています。衝突事故の発生に
は様々な原因やパターンがあります。安
全のため、本オーナーズマニュアルの記
載を遵守して正しくご使用ください。そ
うしないと、エアバッグが正しく機能し
ないおそれがあります。

エアバッグが作動するとき

①深い溝を通り、車両の先端部が地面にぶ
つかったとき。

②路肩の突起物、縁石などにぶつかったと
き。

③急な下り坂を走り、車両の先端部が地面
にぶつかったとき。

④車両側面に他の車両がぶつかったとき。

警告

● 車両が高所から落下して地面に衝突
した場合、エアバッグが展開する可
能性があります。

エアバッグが作動しないとき

①コンクリートの柱、樹木、その他の細長
い物にぶつかったとき。

②トラックの荷台の下に潜り込んだとき。

③後方から追突されたとき。

④車両が横転したとき。

⑤壁または車両に斜めにぶつかったとき。

⑥車室以外の部位で側面から衝突を受けた
とき。

⑦側面が斜め方向から衝突されたとき。

⑧側面が柱のような物に衝突したとき。
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警告

● エアバッグは指定車種を対象に開発
されているため、サスペンション、
タイヤ寸法、バンパー、シャーシお
よびオリジナルデバイスを変更する
と、エアバッグシステムに悪影響を
与えます。また、エアバッグシステ
ムのすべての部品を他車種へ流用し
ないでください。エアバッグシステ
ムが故障し、身体に危害を与えるお
それがあります。

● 当該システム作動時に最も効果的に
保護機能を発揮させるため、ドライ
バーの場合は、胸部からステアリン
グホイールの間を 25cm 以上離し
てください。

● エアバッグシステムが展開すると、
エアバッグ反応により発生した高温
ガスがエアバッグ排気口から排出さ
れますので、その部品に触れないで
ください。手はステアリングの正し
い位置に置いてください。正しい位
置に置かない場合、エアバッグ展開
時に火傷、擦り傷、または打撲傷を
負うおそれがあります。

● 走行中はシートベルトを確実に着用
し、正しい姿勢を保ってください。
シートベルトを着用せずに前かがみ
になるなど、正しく着席していない
場合は、事故によりエアバッグが作
動したときに怪我をする危険性が高
まります。

● ステアリングホイールキャップと運
転席フロントエアバッグキャップの

警告

表面、インストルメントパネルエア
バッグ近くの表面、A、B、C ピラー
パネルの表面に何かを貼り付けた
り、何かで覆ったり、装飾を施した
りしないでください。汚れは、乾い
た布や水で湿らせた布で拭き取り、
強く叩かないでください。

● お子様を補助装置なし、または大人
が抱きかかえた状態でフロントシー
トに座らせないでください。事故の
発生によりエアバッグが作動する
と、生命にかかわる重大な怪我につ
ながるおそれがあります。

● 前席の乗員および運転者の膝の上に
物を置かないでください。

● サイドエアバッグおよびサイドカー
テンエアバッグは、展開速度が速く、
かつ衝撃力が強いため、このエアバ
ッグを搭載している車両の走行中
は、乗員はドアに寄りかからないで
ください。ドアに寄りかかった状態
で事故に遭うと、生命にかかわる重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● シートサイドエアバッグやサイドカ
ーテンエアバッグが機能する範囲、
例えばフロントガラス、ウィンドウ
ガラス、A ピラーパネル、ヘッドラ
イニング、B ピラーパネル、C ピラ
ーパネル、アシストグリップなどに、
アクセサリーやものを置かないでく
ださい。エアバッグの展開により、
アクセサリーなどが強く飛ばされた
り、エアバッグが正常に展開できな
くなることで、生命にかかわる重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

● 車両を譲渡する場合は、新しい所有
者がエアバッグの状況を把握できる
ように、購入時に入手したすべての
資料を新しい所有者に渡してくださ
い。
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警告

● シートまたはサイドエアバッグ付き
シートのトリム部品を改造、交換し
ないでください。改造や交換により
システムが機能できなくなる、また
はサイドエアバッグが予期せずに作
動し、生命にかかわる重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● サイドカーテンエアバッグが内蔵さ
れている A ピラーパネル、ヘッドラ
イニング、B ピラーパネル、C ピラ
ーパネルの分解や修理をしないでく
ださい。分解や修理により、システ
ムが機能できなくなったり、サイド
カーテンエアバッグが予期せず作動
し、生命にかかわる重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

● エアバッグシステムのすべての構成
部品は、関連ラベルを含め、いかな
る変更もしないでください。エアバ
ッグに対するすべての作業は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に依頼してください。

● エアバッグは、1 回限りの使い捨て
です。エアバッグが作動または破損
した場合、当該システムを交換して
ください。

● 車両またはエアバッグシステムの各
部品を廃棄処分する場合は、関連す
る安全規定および廃却処分手順を守
ってください。

● エアバッグシステムは、周囲の電磁
環境に対して強い耐干渉性と耐妨害
性を有します。事故を防ぐため、国
が許可した電磁環境以外で車両を使
わないでください。

● 一般的な誤操作や道路状況を考慮し
たエアバッグシステムとなっていま
すが、事故を防ぐため、車両の底部
をぶつけたり、悪路での乱暴な運転
はしないでください。

● 十分な検証を受け、オリジナルワイ
ヤーハーネスシステムとエアバッグ

警告

システムが完全にマッチングしてい
るエアバッグシステムのため、車両
のワイヤーハーネスを改造したり変
更したりすると、エアバッグの誤作
動または衝突発生時の不作動につな
がるおそれがあります。

下記のいずれかの場合は、ただちに BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● いずれかのエアバッグが展開したとき。

● コンビネーションメーターのエアバッグ
故障警告灯  が異常点灯していると
き。

● 車両の前方（図の網かけ部）でエアバッ
グの展開に至らなかった衝突事故が発生
したとき。

● 車両ドア（図の網かけ部）でエアバッグ
の展開に至らなかった衝突事故が発生し
たとき。
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● エアバッグカバー（図の網かけ部）に、
破れ、割れまたはその他の破損があると
き。

● サイドエアバッグが格納されているシー
トの表面に傷、割れ、またはその他の類
似破損があったとき。

● カーテンエアバッグが格納されている A
ピラー、ルーフレール、および C ピラー
の装飾（パッド）部に傷、割れ、または
その他の類似破損があったとき。

● エアバッグの取り外し、分解、取り付け、
修理を行う必要があるとき。

幼児用補助装置（チャ
イルドシート）

お子様の乗車に関する安全
事項

警告

● お子様の年齢や体格にあったシート
ベルト、または適切なチャイルドシ
ートを使用して、確実に保護してく
ださい。

● お子様を抱っこしたり、膝の上に座
らせたりしないでください。事故の
際、お子様が生命にかかわる重大な
傷害を受けるおそれがあります。

● フロントエアバッグ作動時は、お子
様に重大な傷害を負わせるおそれが

警告

ありますから、お子様が乗車する場
合は、必ずリアシートに乗せて、シ
ートベルトまたは適切な幼児用補助
装置を使用してください。

● お子様を幼児用補助装置に乗せてい
ても、頭や体の一部をドア、シート、
フロントおよびリアピラーやルーフ
サイドフレーム（サイドカーテンエ
アバッグの展開部）に寄りかからせ
ないでください。そうしないと、サ
イドカーテンエアバッグ展開時の強
い衝撃で、お子様が生命にかかわる
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● 車両走行中は、お子様を車内で立た
せたり、シートの上で膝立ちさせた
りしないでください。緊急ブレーキ
や衝突事故発生時に、お子様が重大
な傷害を負ったり、生命にかかわる
危険があります。

● 車両の走行時や停車時を問わず、お
子様が手、足、頭などの身体の一部
や物品を窓から出さないようにして
ください。また、お子様がドア、ウ
ィンドウ、その他の車内装置を自ら
操作しないようにしてください。こ
れらを怠ると、お子様が重大な傷害
を負うおそれがあります。

● お子様が車内にいる場合は、ウィン
ドウロック（（85 ページ）参照）
を作動させ、ドアのチャイルドロッ
ク（（66 ページ）参照）を施錠す
ることをお勧めします。

● 絶対に、お子様を車内に放置しない
でください。暑い天候では、車内温
度が急激に上昇し、お子様の生命の
安全を脅かすおそれがあります。ま
た、お子様が車内の装置を誤って操
作し、車両の故障を引き起こすおそ
れがあり、最悪の場合、お子様の生
命を脅かすおそれがあります。
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幼児用補助装置（チャイルド
シート）

● 幼児用補助装置（チャイルドシート）は、
事故発生時にお子様を適切に保護するこ
とができます。お子様の安全を確保する
ため、幼児用補助装置を取り付ける前に
幼児用補助装置メーカーからの取扱説明
書、および本オーナーズマニュアルをよ
くお読みください。

警告

● 使用しない場合は、幼児用補助装置
をシートに正しく固定してくださ
い。絶対に助手席やトランクルーム
内に置かないでください。

● お子様の体格が幼児用補助装置の適
用範囲を超えた場合は、シートベル
トを使用してお子様を拘束保護して
ください。

幼児用補助装置の取り付け
について

幼児用補助装置メーカーが提供する取扱説
明書に従い、幼児用補助装置をリアシート
にしっかり固定してください。また、幼児
用補助装置を取り付けるときは、トップテ
ザーを確実に固定してください。

● リアシートのシートクッションとバック
レストの間、アンカーラベル（写真）の
下に、ISOFIX/i-Size アンカーが装備され
ています。

● リアシートバックの後方に固定用アンカ
ーベースがあり、トップテザーの固定に
使用します。

幼児用補助装置の取り付け手順：

1. ISOFIX/i-Size アンカーの位置を確認し、
幼児用補助装置をシートに取り付けま
す。

2. 幼児用補助装置にトップテザーストラッ
プを使用する場合は、ヘッドレストを持
ち上げ、トップテザーストラップとフッ
クをヘッドレスト支柱の間に通し、シー
トバックの後ろに回し、フックを固定ア
ンカーにしっかりと掛け、トップテザー
ストラップを締め付け、確実に固定して
ください。

①トップテザー

②トップテザー取り付け金具

③アンカーベース
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3. ヘッドレストを適切な位置に調整しま
す。

お願い

● 幼児用補助装置にトップテザーが付
いている場合は、トップテザーをア
ンカーに留めてください。

● 幼児用補助装置の固定接続部とアン
カーの位置合わせを容易にするた
め、ガイド溝付きの幼児用補助装置
を購入するか、ガイド溝を追加装着
して利便性を高めることをおすすめ
します。

● 運転席シートとの干渉により、幼児
用補助装置が正しく取り付けられな
い場合は、幼児用補助装置を右側リ
アシートに取り付けます。

● フロントシートには、後ろ向き幼児補助
装置（チャイルドシート）を取り付けな
いでください。事故発生時にエアバッグ
が展開した衝撃により、お子様の生命に
かかわる重大な傷害を負わせるおそれが
あります。

警告

● それぞれの方向に幼児用補助装置を
揺らし、確実に取り付けられている
ことを確認してください。幼児用補
助装置がシートベルトのショルダー
アンカーの前方にあることを確認し
てください。

● リアシートでトップテザーを利用す
る場合は、トップテザーをヘッドレ
ストシャフトの外側に通してくださ
い。

● リアシートに幼児用補助装置を取り
付けている場合は、お子様がフロン
トシートに触れないようにフロント
シートを前方へスライドさせてくだ
さい。より広いスペースを確保する
ため、前席シートバックの角度を調
節することもできます。

● 前向きに取り付ける幼児用補助装置
を使用する際に、ヘッドレストが幼
児用補助装置のシートバックとリア
シートの密着を妨げる場合は、ヘッ
ドレストを取り外してください。

● 幼児用補助装置にシートバックが付
いていない場合は、ヘッドレストを
取り外さないでください。また、ヘ
ッドレストをロック位置に合わせて
ください。

● ロアアンカーを使う場合、アンカー
の周りに異物がなく、シートベルト
が幼児用補助装置の裏側に引っ掛か
っていないことを確認してくださ
い。そうしないと、急ブレーキや事
故の時にお子様が生命にかかわる重
大な傷害を負うおそれがあります。

● 急ブレーキ時や衝突時にお子様が重
傷を負うことを防ぐため、幼児用補
助装置使用時は、ショルダーベルト
が常にお子様の肩の中央に位置する
ようにしてください。ショルダーベ
ルトはお子様の首から離し、肩から
外れないようにしてください。
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警告

● フロントシートに幼児用補助装置を
取り付けることはお勧めしません。
やむを得ず助手席に幼児用補助装置
を取り付ける場合は、シートをでき
るだけ後方に下げ、常に前向きで取
り付けてください。必要に応じてフ
ロントシートのシートバックの角度
を調整し、座席に幼児用補助装置を
しっかりと押し付けてください。

● お子様が生命にかかわる重大な傷害
を受けるおそれがあるため、お子様
がシートベルトで遊ばないようにし
てください。

● 幼児用補助装置の固定バーは、正し
く取り付けられた幼児用補助装置に
よって加えられる荷重にのみ耐える
ことができます。いかなる場合で
も、大人用のシートベルトやハーネ
スとして使用したり、他の物や設備
を車両に固定したりしないでくださ
い。

警告

● 取り付け方の詳細については、幼児
用補助装置に付いている取扱説明書
をよくお読みください。

幼児用補助装置の取り付け方：

①助手席

②運転席

③リアシート左側席

④リアシート右側席

取り付け可能なシートベルト、ISOFIX、i-
Size チャイルドシートの仕様：

区分：
座席

1a) 2 3b) 4b)

汎用型シートベ
ルトに適用する

座席

（はい/いいえ）

はい

前向きのみ
× はい はい

i-Size 座席

（はい/いいえ）
いいえ × はい はい

横向き固定装置
に適用する座席

（L1/L2/いいえ）
いいえ × いいえ いいえ

適用の最大後ろ
向き固定装置 いいえ × R1/R2X/R2/R3 R1/R2X/R2/R3
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区分：
座席

1a) 2 3b) 4b)

（R1/R2X/R2/R3/
いいえ）

適用の最大前向
き固定装置

（F2X/F2/F3/いい
え）

F2X/F2/F3 × F2X/F2/F3 F2X/F2/F3

適用の最大かさ
上げ固定装置

（B2/B3/いいえ）
B2/B3 × B2/B3 B2/B3

a)シートを前後へスライドしたり、シートバックの角度を必要に応じて調整したりすることが
できます。
b)ヘッドレストの高さ調整または取り外しをすることができます。また、お子様がフロントシ
ートに触れないよう、必要に応じてフロントシートの位置を調整することができます。

×：このシートの位置は、この重量グルー
プのジュニアシートに適合していません。

イモビライザー

イモビライザー

イモビライザーを有効にする

1. 車両の電源ポジションを「OFF」にしま
す。

2. すべての乗員が車両から降ります。

3. すべてのドアを施錠すると、8 秒後にイ
モビライザーが自動で設定されます。

警報の作動

● イモビライザーが有効になっている場
合、次の状況が発生するとアラームが作
動してターンシグナルランプが点滅しま
す。

● リモートキーを使わずに機能を ON に
し、ドアやテールゲート、ボンネット
を解錠したとき。

● メカニカルキーでドアを解錠したと
き。

警報の解除

● 下記の操作を行うと警報を解除できま
す。

● リモートキー／スマートフォンアプリ
*／スマートフォン NFC キー*でドアま
たはテールゲートを解錠する。

● マイクロスイッチでドアを解錠する。

● リモートキーの遠隔操作で車両を始動
する。

● リモートキーを携帯した状態で「スタ
ート/ストップ」ボタンを押す。

警告

● 変更や追加によるイモビライザーの
改造をしないでください。このよう
な変更は、システム故障につながる
おそれがあります。
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注意

● 盗難防止システムの盗難防止効果は
限定的であり、すべての盗難行為を
完全に防ぐことはできません。車両
を離れる際は、貴重品を車内に残さ
ないでください。

データの収集および
処理

データの収集および処理

● 本節では、BYD の車両をご利用いただく
際のシステムが、個人データを収集およ
び処理する方法について、重要な情報を
提供します。

● データ処理、データ保護およびデータ主
体の権利についての詳細は、BYD のホー
ムページにアクセスして最新版の車両プ
ライバシーポリシーをご覧ください（ 
→システム→一般→法的情報→プライバシ
ーポリシー）。

● 本車両はイベントデータレコーダー
(EDR)を備えています。主に特定の衝突
事故またはこれに類する衝突事故（エア
バッグの展開または障害物への衝突時な
ど）が発生した場合、安全関連システム
の状態データを記録し、以下の車両シス
テムの稼働状況を把握するために使用し
ます。

● 車両の速度。

● タイヤ空気圧の状況。

● アダプティブクルーズコントロールシ
ステムの状態。

● シートベルトの着用状態。

● 衝突またはこれに類する事故が一定の水
準に達した場合のみ、EDR データを記録
します。車両が正常に走行している間

は、EDR はいかなるデータも記録しませ
ん。

● EDR に記録された関係情報をもとに事
故分析ができるように、事故発生時の
車両安全に関するシステムの状態を把
握します。

● EDR は、特別な機器で車両にアクセス
して読み出す必要があります。BYD
は、法律で許可されている、またはお
客様の同意を得た場合にのみ第三者に
対して個人データを開示します。車両
メーカーの他に、専門機器を所有する
第三者機関（例：政府機関）が車両 EDR
にアクセスする権限および機器を持っ
ている場合は、EDR の情報を読み出す
ことができます（例：エアバッグコン
トロールユニットのデータを読み出
し、事故分析を行うなど）。

注意

● 車両故障診断コネクタのポートに他
の電気機器を接続しないでくださ
い。接続すると、起動バッテリーの
放電、車両電子機器の故障などを引
き起こす可能性があります。

車両データの処理

● 車両センサーやコントロールユニットが
収集または送信するデータなど、車両利
用時にシステムが収集したデータは、車
両の安全運転に必要なものです。

● 収集されたデータは、運転支援（ドライ
バー補助システム）や、特定の快適機能、
インフォテインメント機能の作動に利用
されます。

● 収集、処理される個人データは、主に車
載データ、遠隔サービス関連のデータお
よびその他のデータを含みます。詳細は
次の通りです。

車載データ

走行データ
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● 車両を使用している間、システムはそれ
ぞれの車両状態データ（速度、バッテリ
ー残量、ブレーキシステムなど）、または
周囲のモード（距離センサー、温度など）
の収集と処理をします。

● 通常、これらのデータは保存されません
が、コントロールユニット、センサーま
たは車両に取り付けられたデータを記録
するその他のユニットは、メンテナンス
要求、エラー情報、その他の情報の記録
に用いられます。

● 車載データは車載デバイスにのみ保存さ
れますが、法律で義務付けられている
OBD（「車載式故障診断装置」）のポート
を介して、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場、もしくはその他
の第三者などが読み取ることができま
す。

● 整備中にシステムへアクセスする場合、
品質検査保証、製品不具合報告、または
ユーザークレームの検証の目的として、
これらの情報が BYD の技術者に提供さ
れます。

遠隔サービス関連データ

遠隔監視サービス

● 安全性を確保するための遠隔診断や無線
通信（OTA）によるアップデート、およ
びアップグレード（オーナーの了承が必
要）などの遠隔監視サービスが含まれま
す。

● 監視サービスの目的：サービスの提供（遠
隔支援/診断）、製品開発とセキュリティ/
パブリックセーフティ。

● 使用する国または設定により、車両の位
置情報、車両の状態（電力消費、速度、
シフトポジション、電源ポジション、エ
レクトロニックスピードコントローラー
の状態、ステアリングシステムの状態、
バッテリーの状態、パワーユニットの状
態、車両の性能状態など）を含む各種の
車両情報は、上記の目的で BYD のサーバ
ーに送信されることがあります。

その他

インフォテインメントシステム

● 車両の仕様により、ドライバーは自らイ
ンフォテインメントシステムでビデオを
再生するためのメディアデータ、ナビゲ
ーションシステムに用いられるアドレス
データ、またはオンラインサービスに用
いられるデータなどを、インフォテイン
メントシステムに追加することができま
す。

● 車両の仕様により、車両の個人設定にア
クセスできます。

● 車両に保存されているデータは、いつで
も削除できます。

● BYD は、第三者に送信されたデータを管
理することはできません（特に、オンラ
インサービスの一部として第三者のコン
テンツを使用した場合）。

モバイルデバイスの集積

● 車両の仕様により、インフォテインメン
トシステムを介して、モバイルデバイス
の接続や制御を行うことができます。

● デバイスの画面または音声は、インフォ
テインメントシステムを介して表示/再
生、またはストリーミングが必要な場合
があります。

● 位置情報や車両情報のような付加データ
は、アプリケーションを介して送信し、
ナビゲーションシステムや通信、または
その他の第三者サービスに用いることが
できます。

● データ処理の具体的なパターンはそれぞ
れの機能に依存しており、ユーザーまた
はデバイスや関連サービスを提供する第
三者が制御します。

インターネットアクセスと接続サービス

● 車両の仕様により、インフォテインメン
トシステムのネットワークデバイスを介
してインターネットにアクセスすること
で、車両の特定の機能、または BYD のサ
ービスを実現することができます。
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● BYD は、第三者が提供するこのようなサ
ービスについて一切の責任を負いませ
ん。

● その場合には、データ使用に関する情報
について関連するオンラインサービスプ
ロバイダーにお問い合わせください。

カメラ映像の記録/周辺区域の監視

● 車両には、複数のカメラ/センサーが搭載
されています。

● 一部の機能は、車両の進路を感知して評
価する必要があります。これは、車両周
辺のもの（障害物など）を感知するカメ
ラによって行われます。

● オペレーティングシステムで必要な更な
る分析を行うため、映像は関連する制御
モジュールに送信されます。

● 一部の映像はランダムアクセスメモリ
（RAM）でのみ処理され、その他の映像は
車両の装備に応じて保存されることがあ
ります。

● 車両は、周囲の撮影に用いられる外向き
カメラ（OFC）を搭載していることがあ
ります（ドライブレコーダー）。

● 車内の撮影に用いられる内向きカメラ
（IFC）を搭載することができます。

● 2 種類の映像はすべて車内に保存されま
す。

● OFC または IFC を起動させる前に、関係
法律の要求を確認してください（例えば、
国によっては IFC の使用許可を得る必要
があり、またドライブレコーダーに利用
される OFC を厳しく制限する国もあり
ます）。

● 搭載可能なカメラの詳細については、
（168 ページ）のセクションを参照してく
ださい。

車両の第三者への譲渡、およ
びオフラインモード

● 車両を売却または譲渡する場合、新しい
所有者はインフォテインメントシステム
を介して設定されたカスタマイズ/ユー
ザー設定のすべてにアクセスできます
（住所リスト、ナビゲーションシステムな
ど）。

お願い

● 車両を廃車や譲渡する場合、お客様
個人のプライバシーを守るため、工
場出荷時の設定に戻すことをおすす
めします。

● 車両をオフラインモードに設定すること
で、車両と BYD データサーバー間の通
信、車両の関係データや個人データの処
理を制限することができます。

● マルチメディアのドロップダウンメニ
ューをタッチして→  Wi-Fi を OFF
にします。

● 次の操作でも、Wi-Fi を OFF にできま
す。マルチメディア  →システム→ネ
ット（ネットワーク）→接続から Wi-Fi
を OFF にします。

当局への個人情報開示

● BYD は、法律で許可されている、または
お客様の同意を得た場合にのみ第三者に
対して個人データを開示します。

● ただし、適用される法律に従って、政府
機関は車両からデータを読み出す権限を
付与されることがあります（例えば、事
故究明のために、データをエアバッグコ
ントロールユニットから読み出す）。

● 法律で義務付けられている場合、BYD は
犯罪捜査などの要求に従って、お住まい
の国/地域の政府当局に対してデータを
開示する義務を負う場合があります。
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ユーザーのデータ保護の権
利

● BYD は、お客様のプライバシーを尊重し、
すべてのデータ保護法、特に一般データ
保護規則（GDPR）および適用する現地の
法律を厳格に遵守します。

● これらの法律によって個人データが処理
される際、オーナーは特定の権利を有し
ます。

● データ主体は、情報の通知を受ける権
利、アクセス権、訂正権、削除権（「忘
れられる権利」）、および個人データの
処理に異議を唱える、または制限する
権利（または同意を撤回する権利、お
よびデータの移植性に対する権利）を
有します。

● 場合によっては、これらの権利は制限さ
れることがあります。たとえば、お客様
のデータを処理する法的義務があると表
明できる場合、または情報の提供により、
別の人物に関する個人データが開示され
る場合、もしくは法律によりそれらの情
報の開示が禁止される場合です。

● 場合によって、同意を撤回されたとして
も、当社は関係データを保持できる場合
があります。
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コンビネーションメ
ーター

コンビネーションメーター
イメージ

コンビネーションメーター

1 回生ブレーキモード

2 スピードメーター

3 シフトポジション

4 総走行距離

5 運転モード

6 車両情報表示（図ではパワーメータ
ーを表示）

7 航続可能距離

8 パワーバッテリー残量計

9 OK 表示灯（走行可能表示灯）

10 気温

11 時間

36



● ステアリングホイール上のメーター/リ
ターンボタンを押します  。メニュー
に入り、メーターパネルの車両情報表示
内容を切り替えることができます。

●  、  を繰り返し押すと第 1 階層メニ
ューのオプションが切り替わり、ホイー

ルを上下に回転させると第 2 階層メニュ
ーのオプションが切り替わります。表示
したい内容を選択した後、ホイールを短
く押すと確定します。

● 切り替え可能な表示内容は以下の通りで
す*：

第 1 階層メニュー 第 2 階層メニュー

走行情報

直近 50km の平均電力消費量

タイヤ空気圧*
累積平均電力消費量

前輪ステアリング

出力 /
制限速度警告設定* 制限速度の設定

制限速度警告設定*
● 手動で制限速度警告を設定後、車両走行
時に設定された制限速度を超えた場合、
メーターを通じてドライバーに警告しま
す。

● コンビネーションメーターメニューで、
制限速度警告設定項目を選択し、ステア
リングホイールのスクロールホイールを
長押しして制限速度警告設定に入り、ス
クロールホイールを上下にスクロールし
て設定したい制限速度値を選択し、スク
ロールホイールを短押しすると設定でき
ます。

お願い

● コンビネーションメーターの表示内
容は参考です。実際の表示は工場出
荷時の設定をご確認ください。

お願い

● 気温表示は外気温センサーの取り付
け位置の温度に基づくため、実際の
外気温と異なる場合があります。

● 制限速度警告機能は、ユーザーが設
定した制限速度値に基づいて判断す
るのみで、実際の道路の制限速度に
基づいてアラームを発することはで
きません。ドライバーは必ず道路の
制限速度を確認してください。

コンビネーションメーター
表示灯

表示灯/警告灯

表示灯アイコン 表示灯名称 表示灯アイコン 表示灯名称

ターンシグナルラン
プ表示灯

ポジションランプ表
示灯
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表示灯アイコン 表示灯名称 表示灯アイコン 表示灯名称

オートビークルホー
ルド表示灯 給電表示灯

ロービーム表示灯 フロントフォグラン
プ表示灯

ノーマルモード表示
灯

スポーツモード表示
灯

エコモード表示灯 スノーモード表示灯

OK 表示灯（走行可能
表示灯）

衝突予測警告表示灯
（緑）

アダプティブヘッド
ライト作動表示灯 ハイビーム表示灯

ACC 作動表示灯 ICC 作動表示灯

車線逸脱防止支援シ
ステム ON 表示灯

リモートキーシステ
ム警告灯

アダプティブヘッド
ライト故障表示灯

自動緊急ブレーキ警
告灯点灯

自動緊急ブレーキ
OFF 表示灯

ドライバー注意喚起
警告システム故障警

告灯

マスターウォーニン
グ表示灯

駆動パワー制限警告
灯

AVAS（車両接近通報装
置）故障警告灯 ABS 故障警告灯

タイヤ空気圧故障警
告灯 ESC OFF 警告灯

ESC 故障警告灯 ACC 故障警告灯

車線逸脱防止支援シ
ステム故障警告灯 ICC 故障警告灯

パワーバッテリー残
量低下警告灯

幼児置き去り検知故
障警告灯
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表示灯アイコン 表示灯名称 表示灯アイコン 表示灯名称

アダプティブヘッド
ライト待機表示灯 ACC 待機表示灯

ACC 待機表示灯（前回
設定値を表示） ICC 待機表示灯

オートビークルホー
ルドスタンバイ表示

灯

パーキングシステム
故障警告灯

電動パーキングブレ
ーキ表示灯

シートベルト非着用
警告灯

ステアリングシステ
ム故障警告灯

パワーバッテリー充
電接続表示灯

衝突予測警報警告灯
（赤）

パワーバッテリー故
障警告灯

交通標識認識システ
ム表示灯

冷却水オーバーヒー
ト警告灯

パワートレイン故障
警告灯 モーター過熱警告灯

パワーバッテリー過
熱警告灯

低電圧給電システム
故障警告灯

エアバッグ故障警告
灯

警告灯/表示灯について

リモートキーシステム警告灯

● 車内にリモートキーが検知されなかった
場合、「スタート/ストップ」ボタンを押
すと警告灯が数秒間点灯し、コンビネー
ションメーターに「キー検出不可。車内
にキーがあるか確認してください」と表
示されます。

● 車内に有効なリモートキーが検知された
場合は「スタート/ストップ」ボタンを押
すと、警告灯は点灯せずに車両が始動で
きます。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押したと
きに警告灯が点滅している場合は、リモ

ートキーのバッテリー残量が少ないこと
を表します。

ABS 故障警告灯

● 警告灯は車両の走行可能表示灯を「OK」
にすると点灯し、アンチロックブレーキ
システム（ABS）が正常に作動している
場合は、数秒後に消灯します。システム
に故障が発生したときは、故障が解消さ
れるまで警告灯が点灯し続けます。

警告

● 下記のいずれかが発生した場合は、
ABS システムが故障していること
を表します。早めに BYD 正規ディ
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警告

ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に連絡し、点検を依頼してくださ
い。

● 走行可能表示灯が「OK」のときに
警告灯が点灯しない、または点灯
し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯し続ける。

● ABS 故障警告灯が点灯し、パーキン
グシステム故障警告灯は消灯してい
る場合は、ABS は作動しないが、ブ
レーキシステムは正常に作動してい
るため、急ブレーキや滑りやすい路
面でブレーキを踏むと、ホイールが
ロックします。

● 下記のいずれかが発生した場合は、
ただちに安全な場所に停車し、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡してください。

● パーキングシステム故障警告灯と
ABS 故障警告灯が同時に点灯して
いる時にブレーキをかけると、
ABS システムが作動しないだけで
なく、ブレーキシステムも作動し
ない可能性があり、車両は極めて
不安定な状態になります。

● 電子パーキングブレーキが完全に
解除され、ABS 故障警告灯とパー
キングシステム故障警告灯が同時
に点灯している場合、前後輪の制
動力配分システムも機能していま
せん。

お願い

● 運転中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

タイヤ空気圧故障警告灯*

● 走行可能表示灯が「OK」のときに警告灯
が点灯します。タイヤ空気圧モニタリン
グシステムが正常に作動している場合
は、数秒後に消灯します。システムに故
障が発生したときは、故障が解消される
まで警告灯が点灯し続けます。

● タイヤ空気圧故障警告灯が点灯または点
滅すると同時に、コンビネーションメー
ターのインフォメーションディスプレイ
に「タイヤ空気圧モニタリングシステム
を点検してください」と表示され、タイ
ヤ空気圧表示画面の数値表示部に「---」
と表示された場合は、タイヤ空気圧モニ
タリングシステムが故障していることを
表します。

● タイヤから「信号異常」が発信された場
合は、タイヤ空気圧信号が干渉を受けて
いる、またはタイヤ空気圧モニタリング
モジュールが破損しているおそれがあり
ます。

● タイヤ空気圧故障警告灯が高速で点滅す
ると同時にコンビネーションメーター内
のインフォメーションディスプレイに表
示される、タイヤ空気圧表示画面の数値
表示部の一部が赤くなった場合は、該当
タイヤに急激な空気圧の減少がありま
す。

● タイヤ空気圧故障警告灯が常時点灯する
と同時に、コンビネーションメーターの
タイヤ空気圧表示画面において、1 つま
たは複数の数値表示部が黄色になった場
合は、該当タイヤが低圧力状態にあるこ
とを表します。1 つまたは複数のタイヤ
の温度数値が黄色になったときは、タイ
ヤ温度が高すぎることを表します。

警告

● タイヤ空気圧故障警告灯が点灯し続
けるまたは点滅する場合は、早めに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡し、車両の点
検を依頼してください。

ESC 故障警告灯
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● 走行可能表示灯が「OK」のときに警告灯
が点灯します。横滑り防止装置（ESC）
が正常に作動している場合は、数秒後に
消灯します。システムに故障が発生した
ときは、故障が解消されるまで警告灯が
点灯し続けます。

警告

● 下記のいずれかが発生した場合は、
ESC システムが故障していること
を表します。早めに BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に連絡し、点検を依頼してくださ
い。

● 走行可能表示灯を「OK」にしたと
きに、警告灯が点灯しない。

● 運転中に警告灯が点灯し続ける。

● ESC 故障警告灯が点灯し、ABS 故障
警告灯、パーキングシステム故障警
告灯は消灯している場合は、ESC シ
ステムは作動していないが、ABS シ
ステムとブレーキシステムは正常に
作動しているため、急ハンドルや前
方障害物の緊急回避時に、車両姿勢
が極めて不安定な状態になります。

● ESC 警告灯が点灯し、ABS 警告灯と
パーキングシステム警告灯も点灯し
ている場合、ABS システムとブレー
キシステムが作動しない可能性があ
り、車両の制動時に極めて不安定に
なります。安全な場所にすぐに車両
を停車させ、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

お願い

● 運転中にこの警告灯が点滅している
場合、ESC システムが作動している
ことを示し、異常ではありません。

ESC OFF 警告灯

● ESC OFF を操作すると、ESC OFF 警告灯
が点灯して横滑り防止装置（ESC）が機
能しなくなります。再度 ESC OFF スイ
ッチを押すと ESC OFF 警告灯が消灯し、
ESC システムが機能するようになりま
す。

警告

● ESC OFF 警告灯が点灯した場合、ド
ライバーは特に注意を払い、低速で
走行する必要があります。ESC シ
ステムの機能が作動していないた
め、急ハンドルや、突然現れた障害
物を避ける際に、車両が不安定にな
る可能性があります。

駆動パワー制限警告灯

● 車両の駆動パワーが制限された場合に点
灯します。早めに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に連絡し
てください。

マスターウォーニング表示灯

● 表示灯が点灯している場合は注意が必要
であることを表します。また、インフォ
メーション表示部に故障や警告のメッセ
ージが表示されます。

シートベルト非着用表示灯

● 走行可能表示灯が「OK」で、いずれかの
シートベルトが未着用の場合、シートベ
ルト非着用表示灯は全部のシートベルト
が着用されるまで点灯し続けます。

エアバッグ故障警告灯

● 走行可能表示灯が「OK」のときに警告灯
が点灯します。エアバッグシステムが正
常に作動している場合は、数秒後に消灯
します。システムに故障が発生したとき
は、故障が解消されるまで警告灯が点灯
し続けます。
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警告

● 下記のいずれかが発生した場合は、
エアバッグシステムが故障している
ことを表します。早めに BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡し、点検を依頼してく
ださい。

● 走行可能表示灯が「OK」のときに
警告灯が点灯しない、または点灯
し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯する。

パーキングシステム故障警告灯

● ブレーキフルード量が低下している、ま
たはブレーキシステムに故障があると
き、この警告灯が点灯し続けます。

警告

● 下記のいずれかが発生した場合は、
ただちに安全な場所に停車し、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡してください。

● 走行可能表示灯を「OK」にしたと
きに警告灯が点灯する。

● 車両を始動後、ブレーキフルード
の液量に問題がなく、電動パーキ
ングブレーキシステムが正常に作
動している（「電動パーキングブレ
ーキシステムを確認」のメッセー
ジが出ていない）が、警告灯が常
時点灯している。

● パーキングシステム故障警告灯と
ABS 故障警告灯が同時に点灯して
いる。

● ブレーキフルードの液量が低下して
いる状態での運転は非常に危険なた
め、運転を止めてください。

お願い

● 運転中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

 ステアリングシステム故障警告灯

● ステアリングシステムに故障が発生した
場合、この警告灯が点灯し続けます。

警告

● ステアリングシステム故障警告灯が
点灯している場合は、ただちに安全
な場所に停車し、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

注意

● ステアリングホイールを 5 秒以上
全切り（限界位置を保持）のままに
しないでください。5 秒を超えると
過熱保護機能が作動し、操舵力が重
くなります。この操作を継続する
と、ステアリングシステムが損傷す
る可能性があります。

● 長時間頻繁に据え切りをした場合、
ステアリングシステム故障警告灯が
点灯していないのにステアリングが
重く感じられることがありますが、
ステアリングシステムの過熱を防ぐ
ため、アシスト力が低下しているた
めです。

● このようなときは、頻繁なハンド
ル操作を避ける、または停車して
電源を切ってください。システム
は、10 分以内に正常な状態に戻り
ます。

● 起動バッテリーの脱着やフューズの
抜き差しなどの操作により、車両の
電源が切れた場合、車両の電源が復
旧すると、コンビネーションメータ
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注意

ーの ESC 警告灯が点灯します。こ
のようなときは、ハンドル角ゼロ点
自己学習を操作する必要がありま
す。

1. 左右方向にステアリングホイールを
ゆっくり回し切った状態で 2～5 秒
間保持した後、ステアリングホイー
ルを離します。

2. 車両の電源ポジションを「OFF」に
して 10 秒以上待ちます。

3. 再度走行可能表示灯を「OK」にしま
す。このとき、ESC 故障警告灯が消
灯すれば自己学習プロセスは完了で
す。

お願い

● ステアリングシステムは、ステアリ
ング操作に必要な力を軽減するため
にモーターを採用しています。ステ
アリングホイールを回すとき、モー
ターの作動音（「ぶんぶん」のような
音）が聞こえることがありますが故
障ではありません。

低電圧給電システム故障警告灯

● 充放電以外のときに警告灯が点灯してい
る場合は、DC モジュールまたは低電圧給
電システムに不具合があることを表しま
す。

● 充電時に点灯する場合は、充電システム
が故障していることを表します。

警告

● 運転中にこの警告灯が点灯した場
合、エアコン、ファン、マルチメデ
ィアなどを止めて安全な場所に停車
し、ただちに BYD 正規ディーラーま

警告

たは BYD 指定サービス工場に救援
を依頼してください。

パワートレイン故障警告灯

● パワートレインが故障した場合に点灯し
ます。

注意

● 下記のいずれかが発生した場合は、
車両を運転しないでください。ただ
ちに安全な場所に停車し、BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● 走行可能表示灯が「OK」のときに
点灯し続けます。

● 運転中に警告灯が点灯する。

パワーバッテリー過熱警告灯

● 警告灯が点灯している場合は、パワーバ
ッテリーの温度が高すぎることを表しま
す。停車して、温度を下げてください。

警告

● パワーバッテリー過熱警告灯が点滅
しているときは、ただちに安全な場
所に停車し、車両から離れてくださ
い。

注意

● 下記の条件で走行した場合、パワー
バッテリーが過熱することがありま
す：

● 炎天下や長時間・長距離で上り坂
を走行したとき。

● 長時間にわたり頻繁に発進・停止、
急加速・急ブレーキ繰り返す交通
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注意

状況、または長時間連続で走行し
たとき。

パワーバッテリー故障警告灯

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にする
と、この警告灯は点灯します。パワーバ
ッテリーシステムが正常に作動している
場合は、数秒後に消灯します。システム
に故障が発生したときは、警告灯が再度
点灯します。

注意

● 下記のいずれかが発生した場合は、
パワーバッテリーシステムが故障し
ていることを表します。ただちに

注意

BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡し、点検を依
頼してください。

● 走行可能表示灯が「OK」のときに
警告灯が点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯し続けるま
たは時々点灯する。

メーターのその他の故障について

コンビネーションメーターには次のような
故障メッセージが表示されることがありま
す。その都度、推奨される対応方法に従っ
て操作してください。

アイコン
表示 故障メッセージ 対応方法

車載充電システムを確認してく
ださい

車載充電システムが故障しています。充電設備
の接続異常がないか確認したうえで、充電設備
に再接続してください。解消しない場合は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

メモリーシステムを点検してく
ださい

メモリーシステムが故障しています。BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

車両ネットワークの故障です。
安全に停車し、サービス店に連
絡してください。

車両のデータネットワークが故障している可能
性があります。ただちに停車し、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

EV 機能が制限されています
EV 機能が制限されています。ただちに BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に連
絡してください。

自動緊急ブレーキ警告灯点灯
自動緊急ブレーキシステムが故障しています。
すぐに停車し、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してください。
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アイコン
表示 故障メッセージ 対応方法

車線逸脱防止支援システムを確
認してください

車線逸脱防止支援システムが故障しています。
速やかに停車し、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡してください。
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03 コントローラーの操
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ドアとキー

キーについて

キーには、リモートキー、メカニカルキー
（リモートキー内）、Bluetooth キー*および

NFC デジタルキー*があります。

リモートキー

● リモートキーを携帯し、運転席側ドアハ
ンドルのマイクロスイッチを押すと、す
べてのドアの解錠/施錠ができます。リ
モートキーのボタン操作では、ドアの解
錠/施錠、電動スライドドアの開閉*、リ
モートスタート*などができます。

仕様 1*
①「ロック」ボタン

②「アンロック」ボタン

③「テールゲートオープン」ボタン

④「スタート/ストップ」ボタン

⑤ 表示灯

⑥ メカニカルキー

仕様 2*
①「ロック」ボタン

②「アンロック」ボタン

③「テールゲートオープン」ボタン

④「左側電動スライドドア開閉」ボタン*

⑤「右側電動スライドドア開閉」ボタン*
⑥ 表示灯

⑦ メカニカルキー

警告

● リモートキーの中に入っているボタ
ン電池は危険なため、電池の種類を
問わずお子様の手の届かないところ
に置いてください。

● ボタン電池を誤って飲み込んだ、ま
たは体の一部に入ると、2 時間以内
に生命にかかわる重大な傷害を引き
起こすおそれがあります。

● ボタン電池を誤って飲み込んだ、ま
たは体の一部に入ったと疑われる場
合は、ただちに医師の手当てを受け
てください。

注意

● リモートキーは電子部品です。リモ
ートキーの破損を防ぐため次の説明
に従ってください。

● リモートキーを夏のインストルメ
ントパネルなどの温度が高いとこ
ろに置かないでください。

● リモートキーを車内の収納ボック
スやカップホルダー*に入れない
でください。

● リモートキーを勝手に分解または
改造しないでください。
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注意

● リモートキーで他のものを強く叩
いたり、リモートキーを落とした
りしないでください。

● リモートキーを水に浸けたり、超
音波洗浄機で洗浄しないでくださ
い。

● リモートキーを携帯電話などの電
磁波が発生する装置と一緒に置か
ないでください。

● リモートキーに電磁波を遮断する
ものを付けないでください（金属
シールなど）。

● 同一の車両にエマージェンシーキ
ーを登録することができます。詳
細については、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● リモートキーの作動範囲内でドア操
作ができない、またはキーの表示灯
が暗いか点灯しない場合：

● 近くにリモートキーの動作を干渉
するラジオ局や航空無線発信機が
ないかを確認してください。

● リモートキーの電池が切れている
可能性があります。リモートキー
の電池を点検してください。バッ
テリーの交換が必要な場合は、
BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

● リモートキーを紛失した場合は、車
の盗難や予期せぬ事故を防ぐため、
できるだけ早く BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡するようおすすめします。

● 本車両のメカニカルキーにはリモー
トキーの番号が記載されており、新
しいキーを作成する際に使用できま
すので、その番号を控えておいてく
ださい。

注意

● 本車両のリモートキーは日本国内で
のみ使用できます。リモートキーの
認証ラベルを故意に破損または改ざ
んしないでください。

● 送信周波数の変更、送信出力の増加
（送信周波数アンプの追加を含む）、
アンテナの外付けや他の送信アンテ
ナの流用をしないでください。

● 使用時に、合法的な様々な無線通信
業務に干渉がないようにしてくださ
い。干渉が見つかった場合は、ただ
ちに使用を停止し、干渉の解消措置
を取ってから使用してください。

● 小電力無線機を使用するときは、さ
まざまな無線通信業務の干渉、また
は産業用、研究用および医療用設備
の放射干渉を避けてください。

● 飛行機や空港の近くで使わないでく
ださい。

● 車両から離れる場合は、必ずリモー
トキーを携帯して施錠してくださ
い。また、絶対にお子様を 1 人で車
内に残さないでください。

● リモートキーは長時間強い電磁波を
受信すると、バッテリーが急速に消
耗します。以下のような磁場を発生
させる可能性のある電気機器の近く
に置かず、少なくとも 1m 以上離し
てください。

● テレビ

● パソコン

● 携帯電話の充電器

● 照明器具

● 蛍光灯

メカニカルキー

● メカニカルキーはリモートキー内に格納
されており、運転席側ドアの施錠/解錠が
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できます。リモートキーの電池残量が不
足している場合や、車両のスマートエン
トリー機能が作動しない場合に使用しま
す。使わないときは、メカニカルキーを
リモートキーに確実に格納してくださ
い。

メカニカルキーの取り出し

● 図のようにリモートキー上の「PUSH」ボ
タン①を押し、矢印方向②にメカニカル
キーを取り出します。

メカニカルキーの組み立て

● メカニカルキーを使用した後は、「PUSH」
ボタンを押しながらメカニカルキーを挿
し込んでください。

Bluetooth キー*
スマートフォン Bluetooth 車両キーの紹介

● BYD のスマートフォン用 Bluetooth キ
ーは、近距離 Bluetooth を通じて車両に
接続し、ドアのロック・アンロックなど
のコントロールを実現します。

● アプリストアで BYD APP の最新バージ
ョンをダウンロードしてインストールし
てください。このアプリには、スマート
フォン用 Bluetooth キー機能を集約して
います。

● スマートフォン用 Bluetooth キーが装備
されている車両の場合、BYD APP で機能
を有効にした後、スマートフォン用
Bluetooth キーを使用できます。

● スマートフォン用 Bluetooth キーを ON
にして車両に近づきアプリを開くと、ア

プリがスマートフォン用 Bluetooth キー
に自動で接続します。また、スマートフ
ォン用 Bluetooth キーを手動で接続する
こともできます。Bluetooth 接続が成功
すると、スマートフォン用 Bluetooth キ
ーを使用できるようになります。

● スマートフォン用 Bluetooth キーで対応
可能な機能は、車両の構成によって異な
ります。

● スマートフォン用 Bluetooth キーはネッ
トワークに依存しません。スマートフォ
ン用 Bluetooth キーを接続して、実行す
る操作項目をタッチすると、アプリが車
両を制御するためのコマンドを送信しま
す。

● 快適なご利用のため、車両始動時は運転
席に近づいてスマートフォン用
Bluetooth キーをご使用ください。

注意

● スマートフォン用 Bluetooth キー
を有効にする前に、車両ネットワー
ク信号が良好であることを確認して
ください。有効にできなかった場合
はネットワークが良好な場所に車両
を移動し、アプリで Bluetooth キー
を再度有効にしてください。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
でロックを解除した後すぐに車両の
操作が行わない場合、ドアが自動的
に施錠されます。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
が複数回接続に失敗する、または複
数回操作に失敗した場合は、システ
ムの Bluetooth を OFF にしてから
再度 ON にするか、アプリを再起動
してください。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
の使用可能な距離は、車両環境とス
マートフォンの性能によって制限さ
れます。車両が密集している場合、
使用可能な距離は短くなることがあ
ります。
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注意

● スマートフォン用 Bluetooth キー
を使用するには、スマートフォンの
Bluetooth を ON にしてください。
使用中に問題が発生した場合は、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場にお問い合わせくだ
さい。

NFC デジタルキー*
● NFC デジタルキーは、BYD がユーザーに
提供しているデジタルキー機能です。ド
ライバーは自分のスマートフォンやウェ
アラブルデバイスを車両のキーとして登
録し、安全かつ便利に車両の施錠/解錠、
および始動を行うことができます。

● NFC デジタルキーを有効にする前に、次
の条件が満たされていることを確認して
ください。

● 車両が BYD クラウドサービスを有効に
している。

● 車両に NFC デジタルキー機能が装備さ
れ、対応している。

● スマートフォンまたはウェアラブルデ
バイスが、BYD NFC デジタルキー機能
に対応している（対応しているデバイ
スモデルについては、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場にお
問い合わせください）。

スマートフォンの NFC デジタルキーの有効
化

● スマートフォンで NFC デジタルキーを
有効にする場合は、リモートキー使用し
て車両に乗り込み、車両の走行可能表示
灯を「OK」にして「P」レンジのままに
してください。

● アプリストアから BYD APP をダウンロ
ードし、登録してログインします。「デジ
タルキー」をタッチし、画面に従って有
効にします。

ウェアラブルデバイスの NFC デジタルキー
を有効にする

● ウェアラブルデバイスは Apple Watch
をサポートしています（その他のウェア
ラブルデバイスのサポートについては、
BYD 正規ディーラーにお問い合わせくだ
さい）。有効化するには、以下の 2 つの方
法があります。

● iPhone が正常に起動したら、Apple
Watch と同期します。

● ロックを解除した Apple Watch を
装着し、iPhone デジタルキーを有
効にします。起動した後、iPhone
は同期されると近くにある Apple
Watch にデジタルキーを追加する
内容が表示されるので、画面に従っ
て有効化します。

● Watch App で有効化：

● この方法は、iPhone のデジタルキ
ーは有効化されているが Apple
Watch に同期されていない場合に
適しています。iPhone の Watch
App を開いて「ウォレット」を選択
し、対応するキーを見つけて「追
加」をタッチし、画面に従って有効
化します。

NFC デジタルキーを使用する

● NFC デジタルキーを使用する場合は、ス
マートフォンまたはウェアラブルデバイ
スの NFC 機能スイッチを ON にしてく
ださい。使い方：

● NFC デジタルキーを有効化したスマー
トフォンまたはウェアラブルデバイス
を携帯し、NFC アンテナエリアを運転
席側のドアミラーの NFC マークに近づ
けると、車両を施錠/解錠し（NFC アン
テナエリアの詳細については、デバイ
スのプロバイダーにお問い合わせくだ
さい）、車両の始動の許可を取得できま
す。
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注意

● NFC デジタルキーを使用して始動
の許可を取得後、できるだけ早く車
両を始動してください。車両が時間
内に始動しない場合は、スマートフ
ォンまたはウェアラブルデバイスを
運転席側のドアミラーの NFC マー
クに再度近づけ、始動の許可を取得
してください。

NFC デジタルキーを削除する

● NFC デジタルキーを削除するには 2 つの
方法があります。

● BYD APP で削除:BYD APP を開き、デジ
タルキー管理画面に進みます。削除す
る必要があるデジタルキーをタッチ
し、操作パスワードを入力して削除し
ます。

● ウォレットアプリで削除する：スマー
トフォンのウォレットアプリを開き、
削除するデジタルキーを選択し、画面
に従って削除します。

ドアの施錠/解錠

メカニカルキーでの施錠/解錠

● メカニカルキーを運転席側ドアハンドル
の鍵穴に挿し込み、キーを抜いてからド
アハンドルを引いてドアを開けてくださ
い。

● 運転席側ドアの解錠：反時計回りにキ
ーを回します。

● 運転席側ドアの施錠：時計回りにキー
を回します。

お願い

● メカニカルキーを抜き出した後、運
転席側ドアハンドルを引いてドアを
開けてください。

ノブ操作でドアを開ける

● 解錠している場合は、ノブを 1 回引き上
げると車内からドアが開けられます。

● 施錠している状態でドアを開ける場合
は、2 回連続でノブを引き上げます。

警告

● ドアを開ける前に、周囲の歩行者や
車両を確認し、凹凸のある地面、壁、
車両などの障害物に注意して、衝突
を避けてください。

● ドアを開けるときは、強風でドアが
勢いよく開けられる可能性があるこ
とに注意してください。
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警告

● 車両を発進させる前に、ドアがしっ
かり閉まっていることを必ず確認
し、走行中にドアが突然開くことが
ないようにしてください。走行中
は、ドアハンドルを操作しないでく
ださい。

● お子様が誤ってドアを開けてしまう
と、予期せぬ事故を起こすおそれが
あるため、お子様にノブを触らせな
いでください。

● お子様を乗せている場合は、必ずチ
ャイルドロック機能を ON にしてく
ださい。

● 指を挟まれる危険があるため、子供
にドアの開閉操作をさせないでくだ
さい。

リモートキー操作での施錠/解錠

● 作動範囲内であれば、リモートキーです
べてのドアの施錠/解錠や付加機能が操
作できます。

● 有効なリモートキーを携帯し、作動範囲
内でリモートキーのボタンをゆっくりと
確実に押すと、ドアの施錠/解錠ができま
す。

施錠： 
● 車両の電源ポジションが「OFF」で、す
べてのドアおよびボンネットが閉まって
いるときに「ロック」ボタンを押すと、
すべてのドアが同時に施錠されます。

● ドアが施錠されると、ドアミラーが格納
され（ドアミラー格納機能が ON の場
合）、ターンシグナルランプが 1 回点滅し
ます。

● 施錠後は、すべてのドアが確実に施錠さ
れていることを確認してください。

● ドア、ボンネット、テールゲートが開い
ている場合、ターンシグナルランプは点
滅せずにホーンが 1 回鳴ります。

● 走行可能表示灯が「OK」の状態で施錠す
ると、ホーンが 1 回鳴ります。

解錠： 
● 「アンロック」ボタンを押すと、ドアが解
錠されて、ターンシグナルランプが 2 回
点滅します。

● 走行中に「ロック」または「アンロック」
ボタンを操作しても、ドアの施錠/解錠は
できません。

● リモートキーを操作してすべてのドアを
解錠した場合、ドアが開いていなくても
ルームランプが 15 秒間点灯してから消
灯します（ルームランプ「DOOR」スイ
ッチ ON の場合）。

● イモビライザーが作動している状態でリ
モートキーを使って解錠した場合は、30
秒以内にドアを開けてください。30 秒
経過すると、すべてのドアが自動で再度
施錠されます。

リモートキーによるドア解錠の設定

● マルチメディア  →ロック→ロック→リ
モートロック解除で、リモートキーの「ア
ンロック」ボタンを押したときに解錠す
るドアを設定できます。設定可能なオプ
ションは以下の通りです。

● 運転席側ドア：リモートキーの「アン
ロック」ボタンを押すと、運転席ドア
のみが解錠されます。
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● すべてのドア：リモートキーの「アン
ロック」ボタンを押すと、すべてのド
アが解錠されます。

お願い

● 「ロック」または「アンロック」ボタ
ンを長押しすると、リモートキーの
ウィンドウガラス開閉機能が作動し
ます（（54 ページ）を参照してく
ださい）。

● ドアが閉まっていないときは、正常
にドアを施錠することができませ
ん。

● 車両から離れる場合は、リモートキ
ーを携帯してください。

リモートキー操作によるウィンドウガラス
の開/閉

● 車両の電源ポジションを「OFF」にした
場合：

● リモートキーの「ロック」ボタンを長
押しすると、すべてのウィンドウガラ
スが自動で閉まります。

● リモートキーの「アンロック」ボタン
を長押しすると、すべてのウィンドウ
ガラスが自動で開きます。

● ドライバーはマルチメディア  →ロッ
ク→窓（ウインドウ）から、リモートキー
の長押し操作での施錠/解錠、ウィンドウ
ガラスの開閉機能を設定できます。設定
可能な機能は以下の通りです：

● リモートキー長押しで窓を閉めロック

● リモートキー長押しで窓を開けアンロ
ック

警告

● リモコン操作でウィンドウガラスを
閉じる際は、ウィンドウガラスに乗
員の身体が挟まれるおそれがないこ

警告

とを確認してから操作してくださ
い。

マイクロスイッチ操作での施錠/解錠

施錠

● ドアを閉めて施錠していない状態でリモ
ートキーを携帯し、運転席側ドアハンド
ルのマイクロスイッチを押します。すべ
てのドアが同時に施錠されてターンシグ
ナルランプが 1 回点滅します。

● ドア、ボンネット、テールゲートのいず
れかが開いている状態でも、マイクロス
イッチ操作で閉まっているドアを施錠す
ることができます。ただし、ターンシグ
ナルランプは点滅せずにホーンが 1 回鳴
ります。

解錠

● 施錠されている状態でリモートキーを携
帯し、運転席側ドアハンドルのマイクロ
スイッチを押すと、すべてのドアが同時
に解錠されてターンシグナルランプが 2
回点滅します。

● イモビライザーが作動している状態で解
錠した場合は、30 秒以内にドアを開けて
ください。30 秒経過すると、すべてのド
アが自動で再度施錠されます。

● 以下の場合は、マイクロスイッチを押し
ても施錠/解錠はできません。

● ドア開閉時に、マイクロスイッチを押
したとき。
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● リモートキーが車内に置いてあると
き。

お願い

● リモートキーが車外のドアノブ、ま
たはウィンドウに近すぎる場合は、
この機能が有効にならず操作できな
いことがあります。

マイクロスイッチ操作によるウィンドウガ
ラスの開/閉

● 車両の電源ポジションが「OFF」で、リ
モートキーを携帯したまま運転席側ドア
ハンドルのマイクロスイッチを長押しす
ると、すべてのウィンドウガラスが自動
開閉できます。

● マルチメディア  →ドア・窓とロック→
パワーウィンドウ画面から、マイクロス
イッチによるウィンドウの開閉機能を設
定できます。設定可能な機能は以下の通
りです。

● マイクロスイッチを長押しして、ドア
を施錠し、窓を閉める。

● マイクロスイッチを長押しして、ドア
を解錠し、窓を開ける。

NFC デジタルキーでの施錠/解錠*
ドアの施錠

● ドアを閉め、施錠していない状態で NFC
デジタルキー*を運転席側ドアミラーの
「NFC」マークにかざすと、すべてのドア
が同時に施錠されます。車両の電源が
OFF のときは、ターンシグナルランプが
1 回点滅します。

ドアの解錠

● ロック状態で、スマートフォンの NFC デ
ジタルキーを携帯し、スマートフォンの
背面の上部を運転席側ドアミラーの
「NFC」マークに近づけると、すべてのド
アのロックが同時に解除され、ターンシ
グナルランプが 2 回点滅します。

● 以下の場合は、NFC デジタルキーで施錠/
解錠はできません。

● ドアの開閉操作と同時に、NFC デジタ
ルキーを運転席側ドアミラーの「NFC」
マークにかざしたとき。

● 車速が 3km/h 以上またはギアが「P」
ポジションにないとき。

● スマートフォンの NFC 機能が有効にな
っていないとき。

お願い

● NFC デジタルキーで解錠した場合
のキーレススタートの有効時間は最
大 4 分です。また、「OFF」の位置で
キーを使用して施錠すると、権限を
取り消すことができます。

● 一部のスマートフォンモデルでは、
電源が OFF の状態での使用には対
応していません。

● スマートフォンを電源 OFF にした
状態で長時間および高頻度の使用は
避けてください。

● イモビライザーが作動している状態
で、NFC デジタルキーを使って解錠
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お願い

したときは、30 秒以内にドアを開け
てください。そうしないと、すべて
のドアが自動的に再度施錠されま
す。

Bluetooth キーでの施錠/解錠*
● Bluetooth キーのロック/アンロックの
具体的な方法は（50 ページ）を参照して
ください。

テールゲートの開/閉
リモートキーでテールゲートを開ける

● 2 秒以内にリモートキーの「テールゲー
ト解錠」ボタンを 2 回連続で押すと、タ
ーンシグナルランプが 2 回点滅し、テー
ルゲートが解錠されます。

手動でテールゲートを開ける

● 施錠しているときは、有効なリモートキ
ーを携帯した状態でテールゲートオープ
ンスイッチを押すと､テールゲートが解
錠されます。

● テールゲートが解錠している状態でテー
ルゲートオープンスイッチを押しながら
外側へ引くと、テールゲートを開けるこ
とができます。

手動でテールゲートを閉める

● テールゲート下縁の取っ手を握って下方
に引き、テールゲート外板を押すとテー
ルゲート閉めることができます。

警告

● テールゲートを操作する場合は、下
記の注意事項を守ってください。そ
うしないと、身体の一部が挟まれて
生命にかかわる重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● 周辺をきちんと確認し、安全を確
保してください。近くに人がいる
ときは、安全を確認してからテー
ルゲートを開閉してください。

● テールゲートを閉めるときは、指
などを挟まないように注意してく
ださい。

● 発進するときは、テールゲートが
確実に閉まっていることを確認し
てください。

● テールゲートを開ける前に、付着
している雪や氷などを取り除いて
ください。そうしないと、開いて
いるテールゲートが突然閉まるお
それがあります。

● 風が強いときに開閉すると、風に
あおられて急に動くことがあるた
め特に注意してください。

● テールゲートが完全に開いていな
い場合、突然閉まるおそれがあり
ます。坂道でテールゲートの開閉
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警告

操作をするときは、平地より力が
かかるため、テールゲートの思わ
ぬ開閉に注意してください。ま
た、トランクを使用する前に、テ
ールゲートが完全に開いて止まっ
ていることを確認してください。

● 緊急ブレーキや事故時に、お子様が
生命にかかわる重大な傷害を受ける
おそれがあるため、トランクルーム
に人を乗せないでください。

● お子様をトランク内で遊ばせないで
ください。誤って車内に閉じ込めら
れたり、テールゲートの操作中にけ
がをするおそれがあります。

● テールゲートのダンパーステーの損
傷や故障を防ぐため、ダンパーステ
ーに物を掛けたり取り付けたりしな
いでください。また、手でテールゲ
ートのダンパーステーを引っ張らな
いでください。

注意

● テールゲートのスイッチを押しなが
らスマートキーでの施錠/解錠を行
わないでください。

● テールゲートを閉める際、テールゲ
ートのシール部に異物を挟まないで
ください。閉める際にシールを損傷
するおそれがあります。

● テールゲートを開けた後、最高位置
で自動的に維持することが困難な場
合は、テールゲートダンパーが故障
している可能性がありますので、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場にご連絡ください。

集中ドアロックの施錠/解錠

集中ドアロックスイッチでの車両の施錠/解
錠

● 本章の運転席側ドアスイッチユニットの
（85 ページ）を参照してください。

ドアの自動施錠

● 走行時オートロック機能が ON になって
いる場合、速度が約 8km/h を超えると、
すべてのドアを自動で施錠します。

● 走行時自動施錠機能はマルチメディアで
設定できます。  →ロック→ドア、窓
（ウインドウ）、ロック→走行中のドアオー
トロックで ON/OFF を切り替えます。

ドアの自動解錠

● 「スタート/ストップ」ボタンを押して車
両の走行可能表示灯が「OK」の状態から
電源ポジションを「OFF」にすると、す
べてのドアを自動で解錠します。

注意

● 本車両には、強い衝撃後の自動解錠
機能を備えていますが、衝突の状況
によっては、ドアが自動解錠されな
い場合があります。

お願い

● イモビライザーが作動していない状
態で施錠すると、集中ドアロックの
施錠ボタンのバックライトが点灯し
ます。車両を解錠すると、バックラ
イトが消灯します。

● 中央ドアロックボタンを押すと、す
べてのドアが同時にロックされ、車
外からドアを開けることができなく
なります。車内からドアを開けると
きは、まず車内のドアノブを 1 回引
いてそのドアのロックを解錠し、も
う一度車内のドアノブを引くと、ド
アを開けることができます。

メカニカルキーでの全ドア緊急施錠

● 集中ドアロックシステムやリモートキー
が作動しない場合は、メカニカルキーで
施錠/解錠ができます。
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施錠

1. リモートキーからメカニカルキーを取り
出します。（詳細は（49 ページ）を参照
してください。）

2. 助手席のドアを開け、メカニカルキーを
ドアエッジの鍵穴に挿入します。図のよ
うに、キーを最大角度まで反時計回りに
回転させ、その後キーを抜き、ドアを閉
めるとロックされます。

3. スライドドアの内側ハンドルのノブを前
方に回転させ、ハンドルと水平になる位
置まで動かし、スライドドアを閉めると
ロックされます（詳細は（59 ページ）
を参照してください）。

4. メカニカルキーを運転席側のドアハンド
ルにある鍵穴に差し込み、時計回りに最
大角度まで回します。キーを元の位置に
戻して抜き、ドアを閉めるとロックでき
ます（（52 ページ）を参照してください）。

解錠

1. リモートキーからメカニカルキーを取り
出します。

2. メカニカルキーを運転席側のドアハンド
ルにある鍵穴に差し込み、反時計回りに
最大角度まで回します。その後、元の位
置に戻してからメカニカルキーを抜き出
します。

3. 車両に乗り込み、内側のドアノブを２回
連続で引き、他の 3 つのドアを解錠しま
す。

お願い

● 緊急施錠/解錠時は、メカニカルキー
が変形したり折れたりしないように
力を控えてください。

スライドドア

車外からスライドドアを開閉する

ドア外側ハンドルでスライドドアを開閉す
る

● イモビライザーが作動していない状態で
解錠されている場合：

● スライドドアのドアハンドルを外側に
引き、車両後部または前部方向にスラ
イドドアを動かして開閉します。

● 電動スライドドア*を装備している場
合は、ドアハンドルを引く、またはス
ライドドアハンドル上のマイクロスイ
ッチを押すと、電動スライドドアが自
動で開閉します。

リモートキーで電動スライドドアを開閉す
る*

● 車両が解錠されている場合は、リモート
キーの「電動スライドドア開閉」ボタン
*を 1 回押すと、対応する電動スライドド
アが開閉します。

● 車両の電源ポジションが「OFF」で施錠
されている場合は、リモートキーの「電
動スライドドア開閉」ボタン*を 2 回押す
と、対応する電動スライドドアが解錠さ
れて開きます。
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● 車両の走行可能表示灯が「OK」で施錠さ
れている場合は、車両を解錠してからリ
モートキーの「電動スライドドア開閉」
ボタン*を 1 回押すと、対応する電動スラ
イドドアが開きます。

電動スライドドアのワンタッチ開閉と施錠
連動*

● 車両が盗難防止モードで、車両全体が施
錠されているとき、リモートキーを携帯
してスライドドアハンドルのマイクロス
イッチを押すと、車両全体が解錠され、
スイッチを押した側の電動スライドドア
が自動で開きます。

● 車両が解錠され、スライドドアが開いて
いる状態で、リモートキーの「ロック」
ボタンを押す、またはリモートキーを携
帯してフロントドアハンドルのマイクロ
スイッチを押すと、スライドドアが自動
で閉まり、車両全体が施錠されます。

お願い

● スライドドアが停止しているとき、
リモートキーのスライドドアボタン
を 2 回押すと、スライドドアが前回
とは逆方向に一度だけ動作します。
動作中にリモートキーのボタンを 1
回押すと、スライドドアが停止しま
す。

● スライドドアが解錠状態の場合、リ
モートキーを携帯していなくても、
マイクロスイッチを押すと、電動ス
ライドドアが自動で開きます。

● 電動スライドドアの動作中にマイク
ロスイッチを押すと、動作が停止し
ます。再度マイクロスイッチを押す
か、ハンドルを引くと、電動スライ
ドドアが逆方向に動作します。

● スライドドアが手動モードの場合
は、手動でのみ開閉できます。詳細
は（59 ページ）を参照してくださ
い。

車内からスライドドアを開閉する

電動操作でスライドドアを開閉する*
● 電動スライドドアの開閉レバー*は、ステ
アリングホイール右側のインストルメン
トパネルにあります。左側レバー①は左
側スライドドア、右側レバー③は右側ス
ライドドアの開閉を制御します。中央レ
バー②は電動スライドドア機能の
ON/OFF が切り替えできます。

イモビライザーが作動していない状態で解
錠されている場合：

● レバー①または③を上下に操作すると、
対応するスライドドアが自動で開閉しま
す。スライドドアの開閉中は、「ピピピ」
という間欠的なブザー音が鳴ります。

● スライドドアの動きを止めたい場合は、
レバー①または③を上下に動かしてくだ
さい。スライドドアの開閉を続けたい場
合は、再度レバーを操作してください。

● レバー②を上下に動かすと、スライドド
アが電動モードと手動モードで切り替え
られます。

● スライドドアが電動モードの場合、レバ
ー②の黄色の指示灯が点灯します。この
とき、レバー①または③、リモートキー
のボタン操作*、ハンズフリースライドド
アオープナー*を使用してスライドドア
を開閉できます。

● ドライバーはマルチメディア  →ロッ
ク→ドア→スライドドア電動モードで、ス
ライドドア電動開閉機能の ON/OFF を設
定できます。マルチメディアで切り替え
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ると、レバー②の黄色インジケーターが
同期して点灯/消灯します。

● スライドドアが手動モードの場合は、指
示灯が消灯して手動でのみスライドドア
を開閉できます。

ドア内側ハンドルでスライドドアを開閉す
る

● 開ける場合は、①方向にドアハンドルを
動かして車両後方にドアハンドルを引い
てください。また、閉める場合は、②方
向にドアハンドルを動かして車両前方に
ドアハンドルを押してください。

● 電動スライドドア*を装備している場合
は、上記の方法でドアハンドルを動かす
と、電動スライドドアが自動で開閉しま
す。

● 電動スライドドア作動中にドアハンドル
を操作すると、停止します。

注意

● 電動モードでスライドドアを開閉す
る場合、強い信号妨害を受けるとモ
ーターが停止するおそれがありま
す。信号妨害から離れた後、ドアハ
ンドルを使用してスライドドアを閉
じて、スライドドアの位置情報を自
動認識すれば電動モードが復帰しま
す。

● 機械式チャイルドロックを施錠位置
にすると、対応する側のスライドド
アを車内から開けることができませ
ん。

スライドドアロックレバー

● スライドドアのロックレバーはドアハン
ドルの下部にあります。

● ①：ロックレバーを前方に回すと、レバ
ーはドアハンドルと同じ位置になりロッ
クされます。このとき、ドアハンドルで
はスライドドアを開けられません。

● ②：ロックレバーを後方に回すと、赤い
マークが表示されてアンロックされま
す。このとき、ドアハンドルでスライド
ドアを開けられます。

警告

● スライドドアを操作する前に、車両
が確実に停止していることを確認し
てください。

● 走行前に、全てのドアが閉まりロッ
クされていることを確認してくださ
い。走行中は、スライドドアのハン
ドルやスイッチを操作しないでくだ
さい。スライドドアが突然開き、人
や荷物が車外に放り出されるおそれ
があります。

● スライドドアに寄りかかったり、ス
ライドドアの動作範囲内に立ち入っ
たりしないでください。ドアの開閉
により、ぶつかったり、転倒したり、
挟まれたりするおそれがあります。

● お子様にスライドドアを操作させな
いでください。誤操作により、怪我
や生命にかかわる重大な傷害につな
がるおそれがあります。

● 後席にお子様が乗車する際は、スラ
イドドアの電動モード*を解除し、機
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警告

械式チャイルドロックを施錠してく
ださい（詳細は（66 ページ）を参
照）。

● スライドドアを開閉する際は、スラ
イドドア周辺の安全を確認し、周囲
の人に注意を促してください。

● 坂道ではスライドドアの開閉を避け
てください。スライドドアの開閉速
度が速くなりすぎて事故につながる
おそれがあります。

● 坂道やスライドドアの作動中は、ス
ライドドアの電動/手動モード切り
替えを避けてください。スライドド
アのアシスト力が突然失われ、事故
につながるおそれがあります。

● 手動でスライドドアを開閉する際
は、ドアハンドルをしっかり握って
操作してください。スライドドアの
端をつかんで操作したりせず、手を
挟まないよう注意してください。

● スライドドアが完全に開いてから乗
り降りしてください。完全に開いて
いないスライドドアは固定されてお
らず、突然動き出して怪我をするお
それがあります。

● 手動でスライドドアを開ける際は、
スライドドアが完全に開いて固定さ
れていることを確認してください。
手動でスライドドアを閉める際は、
スライドドアをしっかりと閉めてく
ださい。

● ドアハンドルを使用して電動スライ
ドドア*を開閉する際は、ドアが動き
始めたらドアハンドルから手を離
し、怪我を防いでください。

● 頭、手、その他の身体部位をスライ
ドドアの窓から出さないでくださ
い。スライドドアが突然動いて重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

警告

● タイヤ修理、車両清掃、外装メンテ
ナンス、または車両側面に物を置い
たり拾ったりする場合は、誤ってス
イッチに触れてスライドドアが作動
するのを防ぐため、スライドドアの
電動モード*を OFF にしてくださ
い。

注意

● スライドドアを使用する場合は、ス
ライドドアのチェーンケーブルを踏
んだり、蹴ったり、強く引っ張った
り押したりしないでください。

● スライドドアの開閉中に逆方向の指
示や挟み込み防止機能が作動する
と、スライドドアは一時停止します。
このとき、スライドドアを長時間停
止した状態にしないでください。

ハンズフリースライドドアオープナーによ
るスライドドアの開閉*

● リモートキーによるハンズフリースライ
ドドアオープナー感知マーク投影：スラ
イドドアが閉じている状態で、有効なリ
モートキーを携帯して、スライドドアの
感知エリア内に立つと、車両が自動的に
感知し、地面にハンズフリースライドド
アオープナー感知マーク*を投影します。

● NFC デジタルキー解錠によるハンズフリ
ースライドドアオープナー感知マーク投
影：車両が施錠されている状態で、NFC
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デジタルキーを使って解錠すると、車両
は自動的に地面にハンズフリースライド
ドアオープナー感知マーク*を投影しま
す。

● Bluetooth キー解錠によるハンズフリー
スライドドアオープナー感知マーク投
影：車両が施錠されている状態で、
Bluetooth キーを使って解錠すると、車
両は自動的に地面にハンズフリースライ
ドドアオープナー感知マーク*を投影し
ます。

● 投影されたハンズフリースライドドアオ
ープナー感知マーク全体を足で完全に覆
うと、感知マークは約 1.5 秒後に消え、
ターンシグナルランプが 2 回点滅し、そ
の側のスライドドアが自動的に開きま
す。

● ドライバーはマルチメディア  →ロッ
ク→ドア→ハンズフリーオープナー（ハン
ズフリースライドドアオープナー）で、
ハンズフリースライドドアオープナー機
能の ON/OFF を設定できます。

警告

● 必ずセンサーの感知エリア内でのみ
操作を行ってください。

● 操作を行う場合は、地面にしっかり
と立って車両に十分なスペースがあ
ることを確認してください。そうし
ないと、バランスを崩すおそれがあ
ります（例：氷の上にいる場合など）。

● ハンズフリースライドドアオープナ
ーによるスライドドアの開閉機能を

警告

使用する際、スライドドアが動作を
開始したら、身体部位やその他の物
品をドアから離し、スライドドアの
開閉による怪我を防いでください。

● 車両を洗浄、清掃、研磨、またはメ
ンテナンスする際は、ボタンまたは
マルチメディア設定でハンズフリー
スライドドアオープナー機能を
OFF にするか、洗車モード*を ON
にして、スライドドアが誤って開く
のを防いでください。

● ドアが誤って開くことを防ぐため、
次のようなときはリモートキーを持
ち歩かないでください。

● 車両側面/底部にものを置いたり、
ものを拾ったり、引きずったりす
る必要がある場合。

● 車両側面のスライドドア、サイド
スカートを拭く、磨く、清掃する
などのメンテナンス作業を行う場
合。

● 周辺に小動物やボールなどがスラ
イドドアのサイドスカート下方を
通過する場合。

お願い

● スライドドア電動モードが OFF の
場合（（59 ページ）を参照してくだ
さい）は、ハンズフリースライドド
アオープナーによるスライドドアの
開閉機能は作動しません。

● ハンズフリースライドドアオープナ
ー感知マークを踏む場合は、マーク
の中央を踏み、95%以上の面積を覆
ってください。感知マークを踏んで
も認識しない場合は、感知マークか
ら足を離し、しばらく経ってから再
度足で踏んでください。

● 感知エリアの外から横方向にハンズ
フリースライドドアオープナー感知
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お願い

マークへ足を移動させた場合は作動
しません。

● ハンズフリースライドドアオープナ
ー機能を使用する場合は、リモート
キーがスライドドアから 1m 以内に
あることを確認してください。

● 以下の理由により、ハンズフリース
ライドドアオープナー感知マークが
表示されない、または消えることが
あります。

● 車両が長時間（48 時間以上）放置
されている。

● リモートキーが車内に残ってい
る。

● リモートキーの信号が電磁干渉を
受けている（スマートフォンなど
の電子機器と密着しているなど）。

● キーを携帯して車両付近に約 1 分
間留まっているとき。

● 車内の運転席以外の座席に人が座
っているため、リモートキーのア
クティブサーチ機能が OFF にな
っている。

● ハンズフリースライドドアオープナ
ー感知マークが表示されない場合
は、手動でスライドドアを一度開閉
し、リモートキーを携帯して車両か
ら離れた後、再度車両に近づいて機
能を有効にしてください。

● 以下のような場合は、センサーの認
識精度が影響を受けることがありま
す。

● 雨や雪などの悪天候や車両の水
没、ボディー底部に多量の泥、雪、
氷などが付着しているとき。

● センサーが何かに覆われていると
き。

● 車両が明らかに傾いたり、最大積
載量を超えているとき。

お願い

● 非純正のサスペンションを取り付
け、車高が著しく変化している。

● 大規模な変電所内などの強い電磁
干渉がある場所。

電動スライドドアの動的保護*
スライドドアの挟み込み防止機能*

● 電動モードで閉じている途中に、スライ
ドドアが障害物を検知して作動が妨げら
れると、挟み込み防止機能が作動してス
ピーカーから警告音が鳴り、スライドド
アが停止して 10cm 後方に移動します。

● 電動モードで開いている途中に、スライ
ドドアが障害物を検知して作動が妨げら
れると、挟み込み防止機能が作動してス
ピーカーから警告音が鳴り、スライドド
アの作動が停止してわずかに閉じた後、
停止します。

スライドドアの動的保護*
● 車速が 3km/h を超えると、スライドドア
は開かずに閉じる作動のみ可能になりま
す。このとき、スピーカーから短い警告
音が鳴ります。

● 車速が 3km/h を超えてもスライドドア
が完全に閉まっていない場合は、スピー
カーから継続的に警告音を鳴らしてスラ
イドドアを閉めるよう注意を促します。

走行中のスライドドア自動閉鎖機能*
● 走行中のスライドドア自動閉鎖機能が

ON のとき、速度が約 8km/h を超える
と、すべてのスライドドアが自動で閉ま
ります*。

● 走行中のスライドドア自動閉鎖機能は、
マルチメディア  →ロック→ドア→走行
中に自動でドアが閉まりますで、ON/OFF
を設定できます。
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警告

● スライドドアの挟み込み防止機能を
故意に作動させないでください。人
身傷害につながるおそれがありま
す。

● 特定の物体（指やロープなど）が挟
まれた場合や、特定の角度で挟まれ
た場合、スライドドアの挟み込み防
止機能が作動しないことがありま
す。スライドドアが閉まり切る直前
に挟まれるものによっては、挟み込
み防止機能が作動しない場合があり
ます。

● 坂道やスライドドアの動作中に、ス
ライドドアの電動/手動モード切り
替えを行わないでください。スライ
ドドアが突然アシスト力を失い、事
故が発生するおそれがあります。こ
のような場合、スライドドアの急な
動作による危険を避けるため、スラ
イドドアが完全に開くか閉じるまで
速度保護モードに入ります。

● スライドドア電動モードが OFF に
なっている場合でも、対応する電動
クローザー機能は保持されます。ス
ライドドアが半開きの状態では電動
クローザー機能が作動し、スライド
ドアが確実に閉まるようにします。
突然動くスライドドアに手を挟まれ
ないようにご注意ください。

お願い

● リアドアのウィンドウガラスが開い
ている場合は、乗員が頭部や他の部
位を窓から出して挟まれるのを防ぐ
ため、電動スライドドアは完全に開
きません。リアドアのウィンドウガ
ラスを閉めると、スライドドアを完
全に開けることができます。

● スライドドアがロック状態の場合
は、スライドドアの電動開閉機能は
無効になります。

お願い

● スライドドアが開いている状態で車
両が施錠されている場合は、電動閉
鎖および電動クローザー機能のみ作
動可能です。

● スライドドアの開閉時と挟み込み防
止機能の作動時は、スピーカーから
警告音が鳴ります。

スマートエントリー＆スタ
ートシステム

リモートキーを使用して、ドアの施錠/解錠
および車両の始動ができます。

機能を ON にする場合

リモートキーの「ロック/アンロック」ボタ
ンを押すと、ドアの施錠/解錠ができます
（（53 ページ）を参照してください）。

車両を始動する

有効なリモートキーを携帯した状態でブレ
ーキペダルを踏みながら「スタート/ストッ
プ」ボタンを押すと、車両を始動できます
（詳細は（118 ページ）を参照してくださ
い）。

アンテナの搭載位置

①室内用アンテナ

②室外用アンテナ
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作動範囲

登録済みのリモートキーが作動範囲内にあ
る場合のみ、スマートエントリー＆スター
トシステム機能が作動します。

①機能が ON になる作動範囲——フロント
ドアハンドルおよびテールゲートオープン
スイッチから約 1m の範囲内。

②機能が ON になる作動範囲——室内。

他車両のリモートキーが本車両のリモート
キーの近くにある場合は、ドアを解錠する
までに通常より時間がかかりますが異常で
はありません。

警告

● 電磁波による電子機器への影響があ
るため、植え込み型心臓ペースメー
カーまたは植え込み型除細動器を使
用されている方は、スマートエント
リー＆スタートシステムのアンテナ
から遠く離れてください。それ以外
の医療電子機器を使用されている方
は、電磁波が機器に与える影響を製
造メーカーに確認してください。電
磁波は、そのような医療機器の使用
に予測できない悪影響を及ぼすおそ
れがあります。

お願い

次の場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しない場
合があります。

お願い

● 近くにテレビ塔、発電所、ラジオ放
送局などの強い電磁波を発生する施
設があるとき。

● リモートキーを、双方向無線電話や
携帯電話などの通信装置と一緒に携
帯しているとき。

● リモートキーが金属に接触してい
る、または覆われているとき。

● ドアハンドルを素早く操作したと
き。

● リモートキーがドアハンドルに近づ
いたとき。

● 近くにある別の車両の中で、ワイヤ
レスリモートコントロール機能を操
作しているとき。

● リモートキーのバッテリーが切れて
いるとき。

● リモートキーが、高電圧設備または
ノイズを発生する設備の近くにある
とき。

● リモートキーを、他車のスマートエ
ントリー＆スタートシステムのキー
や、無線電波を発する他の装置と一
緒に携帯しているとき。

● 作動範囲内であっても、一部の場所
（センターコンソールの上、グローブ
ボックスの中、フロア）では、リモ
ートキーが正常に作動しないことが
あります。

● スマートエントリーシステムが正常に作
動せず車両に乗り込めない場合は、リモ
ートキーに内蔵されているメカニカルキ
ーで運転席側ドアを施錠/解錠する、また
はワイヤレスリモートコントロール機能
ですべてのドアを施錠/解錠してくださ
い。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押しても
スタート機能が正常に作動しない場合
は、下記の要因が考えられます。
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● リモートキーが作動せずにコンビネー
ションメーターのリモートキーシステ
ム警告灯が点灯し、コンビネーション
メーターに「キーのバッテリー残量が
少なくなっています。できるだけ早く
バッテリーを交換してください」のメ
ッセージが表示されているときは、リ
モートキーのバッテリーが切れている
ことが考えられます。

● スマートエントリー＆スタートシステム
が故障で正常に作動しない場合は、すべ
てのリモートキーをお持ちいただき、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で修理をしてください。

節電

● 運転していない場合でも、リモートキー
と車両は常に通信を行っています。その
ため、リモートキーを車内または車両か
ら 2m 以内に置かないでください。

● リモートキーは長時間強い電磁波を受信
すると、バッテリーを急速に消耗するた
め、以下のような磁場を発生させる可能
性のある電気機器の近くに置かず、少な
くとも 1m 以上離してください。

● テレビ

● パソコン

● 携帯電話の充電器

● 照明器具

● 蛍光灯

チャイルドロック

チャイルドロックは、リアシートに座って
いる子供が不注意でリアドアを開けるのを
防ぐための機能です。チャイルドロックス
イッチは、左リアドアおよび右リアドアの
側面にあります。

①施錠

②解錠

チャイルドロックスイッチを施錠の位置に
すると、車内からリアドアを開けることが
できません。ドアを開けるときは車外のド
アハンドルを使用してください。

警告

● 特にお子様を乗せている場合は、ド
アが閉まりかつチャイルドロックが
作動していることを運転前に確認し
てください。

● シートベルトを正しく着用しチャイ
ルドロックを作動させることで、交
通事故によるドライバーや乗客の車
外放出を防止すると同時に、ドアが
不意に開くことも防止します。

● 子供を車内に一人で放置しないでく
ださい。

シート

シートについて

● ペダル、ステアリングホイールおよびイ
ンストルメントパネル上のコントローラ
ーなどが、ドライバーの操作しやすい範
囲にあるように運転席のシートを調節し
てください。

● 走行中、シートバックを垂直に立てるこ
とが、最も有効な保護対策です。身体を
シートバックにもたれるように座り、シ
ートベルトを適切な位置に調節してくだ
さい。
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● 頭部を保護するために、ヘッドレストを
適切な位置に調節してください。何らか
の理由でヘッドレストが動いた場合は、
こまめに調節して速やかに適切な位置に
戻してください。

警告

● 乗員が正しく着座してシートベルト
を着用するまで、車両を発進させな
いでください。

● 運転中または走行中はシートバック
を倒さないでください。シートベル
トの肩ベルト部分が正しくフィット
しなくなり、事故発生時にドライバ
ーや乗員が肩ベルト部分にぶつか
り、頚部などに重大な傷害を受ける
おそれがあります。また、腰ベルト
から滑り出して重大な傷害を受ける
可能性があります。

● シート上にシートバックを置かない
でください。事故発生時にドライバ
ーや乗員の身体が滑り、シートベル
トが十分な保護効果を発揮できない
おそれがあります。

● 倒したシートバックの上、トランク
ルームの中、荷物の上に座らないで
ください。緊急ブレーキ時や衝突発
生時にシートに正しく着座していな
い、またはシートベルトを正しく着
用していないことにより、ドライバ
ーや乗員が重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

● 荷物は適切に固定し、走行中に移動
しないようにしてください。荷物の
積み込み高さはシートバックを超え
ないようにしてください。

● 走行中はシートの調節を行わないで
ください。シートの思わぬ移動によ
って車両が制御不能になり、車内の
乗員の生命に危険が及ぶおそれがあ
ります。

● シートを調節する際は、シート周辺
や後部座席の子ども/乗員/ペットな
どとの間に、十分な安全スペースを

警告

確保してください。後部座席の子
供/乗員/ペットを挟んだり、ぶつけ
たりしないように注意してくださ
い。

● シート調節時は、自身と周囲の乗員
の足元に十分な安全スペースを確保
し、挟み込みによる怪我を防いでく
ださい。

● 手や指が挟まれるおそれがあるた
め、シートを調節するときは、手を
シートの下に入れたり可動部品に近
づけたりしないでください。

● シートバックの角度を調節した後、
身体を後ろに寄せてシートバックが
ロックされていることを確認してく
ださい。確実にロックされていない
と、事故や緊急ブレーキ時に傷害を
受けるおそれがあります。

● 保護者不在時に子供が単独でシート
調節を行わないようにし、挟み込み
による怪我を防止してください。

注意

● シートを適切な位置や角度に調節し
てから、シートベルトを着用してく
ださい。

フロントシートの調節

フロントパワーシートの調節*
● フロントパワーシートの位置調節*は、シ
ートバック角度、シートの前後位置、シ
ートクッションの高さの調節を含みま
す。
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①シートバック角度調節スイッチ

● 前後方向にシートバック角度調節スイッ
チを操作すると、シートバックの角度を
調節することができます。

②シートポジション調節スイッチ

● 前後方向にシートポジション調節スイッ
チを操作すると、シートポジションを前
後方向に調節することができます。

● スイッチを上下方向に操作すると、シー
トの高さを調節することができます。

お願い

● スイッチを離すと、シートは設定さ
れた位置で停止します。

● ヘッドライニングまたはサンバイザ
ーに当たるのを避けるために、フロ
ントシートの位置を調整するときは
前へ過剰にスライドさせないでくだ
さい。

フロントシートの手動調節*
フロントシートの手動位置調節は、シート
バック角度、シートの前後位置、シートク
ッションの高さ*の調節を含みます。

①シートバック調整ハンドル

● リクライニングレバーを引き上げ、背中
でシートバックを支えながら前後に傾
け、シートバックを必要な位置に調整し、
レバーを離します。

②シート高さ調整ハンドル

● リクライニングレバーを引き上げるとシ
ートを上げることができ、リクライニン
グレバーを下に押すとシートを下げるこ
とができます。数回操作を繰り返して必
要な高さに調整します。

● リクライニングレバーの抵抗が大きくな
った場合は、シートが最高または最低位
置に調整されたことを示しています。

③シートの前後位置調節

● リクライニングレバーの中央を握って上
に引き、軽く身体を押し付けてシートを
前後にスライドさせ、必要な位置に調節
したらレバーを離します。

● 前後位置調節が完了したら、シートを前
後にスライドさせて、スライドレールの
ロック音がしてシートが正しい位置で固
定されていることを確認してください。

シートヒーターシステム*
● シートヒーターシステム*は、センターコ
ンソールのエアコンパネルにあるシート
ヒーターボタンで ON/OFF できます。左
側のボタン①は助手席シートヒーターを
制御し、右側のボタン②は運転席シート
ヒーターを制御します。
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● シートヒーターシステム*は、マルチメデ
ィア  →シートからも調整できます。

● ヒーター機能は 1 段階、2 段階、3 段階、
OFF の 4 段階から設定できます。

● シートヒーターのボタンを 1 回押す
と、3 つの指示灯が点灯して 3 段階のヒ
ーターが作動します。

● シートヒーターのボタンを 2 回押す
と、2 つの指示灯が点灯して 2 段階のヒ
ーターが作動します。

● シートヒーターのボタンを 3 回押す
と、1 つの指示灯が点灯して 1 段階のヒ
ーターが作動します。

● シートヒーターのボタンを 4 回押す
と、指示灯が消灯してヒーター機能が
OFF になります。

警告

● やけどを避けるため、お子様、高齢
者、皮膚が敏感な方、病気の方、過
度に疲労している方はシートヒータ
ーを使用したり、シートヒーターに
触れたりしないでください。

● シートヒーターを使用する際は、毛
布などで包まないでください。やけ
どの原因となります。

● フロントシートに水をこぼしたり、
鋭利なものでシート表皮を突き刺し
たりしないでください。シートヒー
ターを損傷するおそれがあります。

お願い

● 車両の電源ポジションを「ON」にす
ると、運転席および助手席側シート
ヒーターは初期設定の「OFF」にな
ります。

リアシートの調節

リアシートの手動調節

● リアシートは、シートの前後位置とシー
トバック角度の調節ができます。リアシ
ートのクッションも折り上げ可能で、後
部収納スペースを拡大できます。

シートの前後位置調節

● シートクッション下部およびシート後方
のストラップを引くと、リアシートのロ
ックが解除されて前後位置の調節ができ
ます。

● シートクッション下部のサポート外側の
ストラップを車両前方方向に引くと、ロ
ックが解除されて前後位置の調節ができ
ます。

● シート後方のフロアにあるストラップを
車両後方方向に引くと、ロックが解除さ
れて前後位置の調節ができます。
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注意

● リアシートはトランクフロアのスラ
イドプレートと連動しています。リ
アシートの前後位置を調整する場合
は、下記事項を遵守してください。

● 可動式のスライドプレートに手を
挟まれないように注意してくださ
い。

● リアシートを調節する前に、トラ
ンク内に荷物を置かないでくださ
い。そうしないと、荷物が転倒し
たり破損したりするおそれがあり
ます。

シートバックの調節

● シートバックの両側上部にあるリクライ
ニング角度調整レバーを引くと、シート
バックのロックが解除されてリクライニ
ング角度の調節ができます。

シートクッションの跳ね上げ

● リアシートのシートクッションを跳ね上
げて固定することができます。

1. ヘッドレストを下げて、シートアームレ
スト*を上げます。

2. シートクッションの前端を持ち上げま
す。

3. シートクッション下部の U 字パイプを
下に引き、シートクッションに密着させ
ます。

4. シートクッションをシートバックに押し
付けて固定します。

シートクッションを下ろす

● シートクッションを跳ね上げた後、下記
の手順で元の位置に戻すことができま
す。

1. シートクッションをしっかりと支え、シ
ートクッション下部の U 字パイプを上
に持ち上げてシートクッションのロック
を解除します。

2. ゆっくりとシートクッションを下ろし、
U 字パイプをシートサポートのクリップ
にしっかりとはめ込み、シートクッショ
ンが固定されていることを確認します。

3. ヘッドレストとシートアームレスト*を
元の位置に戻します。
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警告

● 車両走行中にリアシートバックを倒
したり、クッションを跳ね上げたり
しないでください。事故を引き起こ
す可能性があります。

注意

● リアシートを調節したり、リアシー
トクッションを跳ね上げたり倒した
りする前に、シートベルトや荷物な
ど、挟まれたりシートの動きを妨げ
る可能性のある物がシート周辺にな
いことを必ず確認してください。こ
れらの物が挟まれると、シートクッ
ションやシートバックが適切に固定
できない場合があります。

● リアシートのクッションを跳ね上げ
た後は、クッションを揺らして確実
に固定されていることを確認してく
ださい。固定されていないと、走行
中に外れて車内装備や物品の損傷を
引き起こすおそれがあります。

● リアシートのクッションを下ろした
後は、クッションが平らになってい
ることを確認してください。

ヘッドレストの調節

ヘッドレストの調節

● ヘッドレストを高くする

● ヘッドレストを適切な位置まで引き上
げ、ロック音が聞こえたら手を離しま
す。

● ヘッドレストを低くする

● ヘッドレスト高さ調節ノブを押したま
ま、ヘッドレストを適切な位置まで下
げてから手を離します。その後、ヘッ
ドレストの高さを少し調整してロック
音が聞こえたら手を離します。

ヘッドレストの取り外しおよび取り付け

● ヘッドレストの取り外し

● ヘッドレストの高さ調節ノブを押した
ままヘッドレストを抜き出してからノ
ブを離します。

● ヘッドレストの取り付け

● ヘッドレストの足を元の位置に差し込
み、切り欠きが前を向くようにします。
ヘッドレストの高さ調節ノブを押した
ままヘッドレストを適切な位置まで下
げ、ロック音が聞こえたら手を離しま
す。

警告

● ヘッドレストによって、首や頭部の
傷害を防ぐことができます。後頭部
がヘッドレストの中心となるように
調節すると、ヘッドレストの効果を
最大限に発揮できるため、乗員の実
際の身長に合わせてヘッドレストを
適切な位置に調節してください。

● ヘッドレストの中心が耳の上部にな
るように位置を調節します。
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警告

● ヘッドレストを調整した後、ヘッド
レストを下方へ押して固定し、確実
にロックされていることを確認して
ください。

● ヘッドレストを取り付ける際は、ヘ
ッドレストの前後方向に注意してく
ださい。正しく取り付けないと、ヘ
ッドレストブッシュが損傷したり、
事故時に十分な保護効果を発揮でき
ない可能性があります。

● ヘッドレストが装着されていない状
態で運転しないでください。

警告

● ヘッドレストのステーにものを掛け
ないでください。

ステアリングホイー
ル

ステアリングホイールコン
ビネーションスイッチ

1 BYD アラウンドビューシステムボタ
ン*

2 リセット/＋または設定/－レバー

7 ステアリングホイールヒーターボタ
ン*

8 音声ボタン

9 右矢印ボタン
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3 アダプティブクルーズコントロール
ボタン

4 車間距離＋ボタン

5 車間距離－ボタン

6 インテリジェントクルーズコントロ
ールボタン

10 ホイールボタン

11 電話ボタン

12 メーター/リターンボタン

13 左矢印ボタン

左側ボタン

BYD アラウンドビューシステムボタン*
● このボタンを押すと、BYD アラウンドビ
ューシステム*の ON/OFF を設定できま
す。

アダプティブクルーズコントロールボタン

● このボタンを押すと、アダプティブクル
ーズコントロール（ACC）システムの
ON/OFF を設定できます。

インテリジェントクルーズコントロールボ
タン

● このアイコンをタッチすると、インテリ
ジェントクルーズコントロール（ICC）シ
ステムの ON/OFF を設定できます。

レバー

● ACC 機能が ON の時：目標クルーズ速度
を調整または設定します。

● ACC、ICC 機能が OFF の時：今回の電源
ON サイクル内で ACC または ICC 機能を
使用したことがある場合、レバーを上に
動かすと前回設定した ACC または ICC
機能が復帰します。

車間距離＋ボタン

● ACC 追従走行機能作動中に、前の車両と
の車間距離を 4 段切替で調整できます。
1 回押すと 1 段上がります。

車間距離－ボタン

● ACC 追従走行機能作動中に、前の車両と
の車間距離を 4 段切替で調整できます。
1 回押すと 1 段下がります。

お願い

● アダプティブクルーズコントロール
機能の使い方については、（137 ペ
ージ）を参照してください。

右側ボタン

ステアリングホイールヒーターボタン*
● このボタンを押すと、ステアリングホイ
ールヒーターの ON/OFF を設定できま
す。

音声ボタン

● 車両とスマートフォンの Bluetooth がペ
アリングされていない場合：このボタン
を長押しすると、マルチメディアディス
プレイに Bluetooth ペアリング画面が表
示されます。

● 車両とスマートフォンの Bluetooth がペ
アリングされている場合：

● このボタンを長押しすると、スマート
フォンの音声アシスタント*が起動し
ます。

● このボタンを短く押すと、音声アシス
タント機能が終了します。

ホイールボタン

● メーターメニューモード以外でのマルチ
メディア音量調節：

● 上方向にホイールを回す場合：最大音
量になるまで音量を 1 段ずつ上げま
す。
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● 下方向にホイールを回す場合：最小音
量になるまで音量を 1 段ずつ下げま
す。

● ホイールを押す場合：ミュートモード
になります。

● メーターメニューモードでの調節：

● 上方向にホイールを回す場合：スクロ
ールアップで第 2 階層メニューを選び
ます。

● 下方向にホイールを回す場合：スクロ
ールダウンで第 2 階層メニューを選び
ます。

● ホイールを押す場合：現在のオプショ
ンの詳細メニューに入るか、現在の設
定を確定します。

注意

● メーターメニューモードを ON にす
ると、マルチメディアシステムはミ
ュートモードになります。マルチメ
ディアの音量を調節するときは、メ
ーターメニューモードを OFF にし
てください。

左矢印/右矢印ボタン

● ラジオモードの場合：

●  ボタンを押すと、前の放送局を選局
します。

●  ボタンを押すと、次の放送局を選局
します。

● Bluetooth 通話記録、電話帳画面：

●  ボタンを短く押すと、上方向を選択
します。

●  ボタンを短く押すと、下方向を選択
します。

● メーターメニューモードの場合：

●  ボタンを押すと、メインメニューお
よびそのサブメニューを左に切り替え
ます。

●  ボタンを押すと、メインメニューお
よびそのサブメニューを右に切り替え
ます。

メーター/リターンボタン

● コンビネーションメーターがメニューモ
ード以外のときにボタンを押すと、メー
ターメニューが表示されます。

● コンビネーションメーターがメニューモ
ードのときにボタンを押すと、前の画面
に戻ります。前の画面がないときは、メ
ニュー画面が閉じます。

● Bluetooth 通話画面の場合は、短く押す
と通話を終了します。

電話ボタン

● このボタンを押すと、電話をかけるまた
は受けることができます（オーディオシ
ステムはミュートになります）。

● システムが Bluetooth と関係のない画面
を表示しており、Bluetooth 接続してい
ない場合、ボタンを短く押すと電話機選
択メイン画面に切り替わります。
Bluetooth 接続されている場合は、ダイ
ヤル画面に切り替わります。

● ダイヤル画面に電話番号を入力するか、
通話記録、電話帳画面で電話番号を選ん
でボタンを短く押すと、その番号に発信
します。

● Bluetooth 接続した状態で、ダイヤル画
面に番号が入力されていない場合、ボタ
ンを短く押すと通話記録画面の発信履歴
画面に直接切り替わります。再度押す
と、発信履歴画面の一番上の電話番号を
自動的に発信します。

ホーンボタン

● ホーンのパッド面を押すと、ホーンが鳴
ります。手を離すと、ホーンが止まりま
す。
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注意

● ホーンのパッド面を長時間押さない
でください。ホーンの破損につなが
るおそれがあります。

お願い

● 交通ルールを守り、ホーンを適切に
使ってください。

ステアリングホイールの調
節

ステアリングホイールの手動調節

● ステアリングホイールの角度を調節する
ときは、ステアリングホイールを握りな
がら次の操作を行います。

● ステアリングホイールの調節レバーを
下に押し、ステアリングホイールを任
意の角度と軸方向の位置に調節した
後、レバーを元の位置に戻します。

警告

● 走行中にステアリングホイールの調
節をしないでください。操縦を誤
り、思わぬ事故を起こすおそれがあ
ります。

● ステアリングホイールを調節した
後、上下方向に動かして確実に固定

警告

されていることを確認してくださ
い。

パワーステアリングモード

● パワーステアリングの操作感は人によっ
て異なり、ドライバーごとに評価やニー
ズも異なります。

● ドライバーはマルチメディア  →ドラ
イブ→運転管理→駐車とブレーキからス
テアリングアシストモードを選択し、コ
ンフォートまたはスポーツを設定するこ
とができます。

お願い

● 高速走行時にステアリングの操作感
が軽く感じる場合は、ステアリング
アシストの設定をスポーツモードに
することをおすすめします。パワー
ステアリングモードの設定は、車両
が直進状態で、車速が 80km/h 未満
の場合にのみ可能です。

ステアリングホイールヒーター機能*
ステアリングホイールのヒーター機能は、
次の方法で ON にします。

1. マルチメディア  → シート の設定画面
から、ステアリングホイールヒーターの
ON/OFF を設定できます。

2. ステアリングホイールのステアリングヒ
ータースイッチを押すと、ステアリング
ヒーター機能の ON/OFF をします。
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ワイパー

ワイパースイッチ

フロントワイパーおよびウォッシャ

● レバーを動かしてワイパーとウォッシャ
を操作します。レバーは 5 段切り替えと
なっています。

●  ：高速モード

●  ：低速モード

●  ：速度連動モード/間欠モード

●  ：ワイパー停止

●  ：ミストモード

● モードを切り替える場合は、上または下
にレバーを操作します。

● 低速および高速モードの場合、ワイパー
は連続的に作動します。

● ミストモード  でワイパーを作動させ
るには、  位置からレバーを下方向に
下げます。ワイパーは、レバーを離すま
で低速で作動します。

速度連動モード

● 速度連動モードでは、車両の走行速度が
速いほど、ワイパーの作動頻度が高くな
ります。

● 速度連動モードを使用するには、マルチ
メディア  →ドライブ→車内環境→ワイ
パーで速度感応ワイパーを ON にし、ワ
イパースイッチを  に切り替えます。

間欠モード

● 間欠モードでは、ワイパーは一定時間ご
とに作動します。

● 間欠モードを使用するには、マルチメデ
ィア  →ドライブ→車内環境→ワイパー
で速度感応ワイパーを OFF にし、ワイパ
ースイッチを  に切り替えます。

● 間欠モードでは、ワイパースイッチのツ
マミを回すことで、ワイパーの間欠時間
を調整できます。

フロントワイパーおよびウォッシャ

● フロントガラスを洗浄する場合は、レバ
ーを手前（ステアリングホイールに近づ
ける方向）に引きます。ウォッシャ液が
噴射すると同時にワイパーが作動しま
す。

● レバーを離すとウォッシャ液の噴射が止
まり、ワイパーが 2 回作動してから止ま
ります。

76



リアワイパーおよびウォッシャ

● ワイパースイッチのツマミを  の位置
に回すと、リアワイパーが作動します。
ツマミを「  」の位置に回すと、ワイ
パーが止まります。

● スイッチをリアワイパー  の位置に回
して保持すると、リアワイパーとウォッ
シャが同時に作動します。

● ワイパースイッチのツマミを  の位置
に回して手を離すと、ウォッシャ液が噴
射された後にワイパーが 2 回作動しま
す。

注意

● 定期的にワイパーブレードを点検
し、汚れを除去してください。

● 雨が降り出した直後にワイパーを作
動させると、雨水に土砂やほこりが
混じるため、フロントガラスをきれ
いに拭き取れないことがあります。
また、視界も一瞬でぼやけてしまう
ため、運転に影響を与えるおそれが
あります。

● ガラス洗浄液を使ってください。水
や他の洗浄液を使うと、ワイパーモ
ーターの破損につながるおそれがあ
ります。

● 寒い天候の場合は、フロントガラス
が温まるのを待ってから洗浄液を噴
射してください。ウォッシャ液が凍
結すると視界に影響します。

● ワイパーを乾いた状態で拭かないで
ください。ガラスに傷がついたり、
ワイパーブレードが損傷したりする
可能性があります。

● ウォッシャ液がない場合や、雨/雪が
降っていないときは、ワイパーを作
動させないでください。ワイパーの
故障の原因になります。

ワイパーの交換

6 ヶ月毎にワイパーブレードのゴム部に割
れや部分的な硬化がないかを点検します。
割れや硬化があるときはブレードを交換し
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てください。そのまま使用すると、拭き残
しや拭き跡が残る原因となります。

注意

● ワイパーアームを立てているとき
は、ボンネットを開けないでくださ
い。ボンネットおよびワイパーアー
ムを破損させるおそれがあります。

● 車両を屋外に駐車する際、降雪の可
能性がある場合は、ワイパーに雪が
積もってワイパーが破損するのを防
ぐため、ワイパーアームを立ててお
いてください。

ワイパーブレードの交換

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にした状
態で、マルチメディア  →サービス→メ
ンテナンスの画面からフロントワイパー
の点検・リアワイパーの点検機能を ON
にすると、点検やワイパー交換作業をし
やすくするため、ワイパーが一番高い位
置まで動いて停止します。点検完了後に
ワイパー点検機能を OFF にすると、ワイ
パーは自動で初期位置に戻ります。

フロントワイパーの交換

1. 始めに運転席側のワイパーアームを立
て、次に助手席側のワイパーアームを立
てます。

2. ブレードロックボタン①を押します。

3. ブレード留め具を持ち、方向②にブレー
ドを取り出します。

4. 新しいブレードを取り付けるときは、ブ
レードの外し方と逆の手順で作業しま
す。

リアワイパーの交換

1. リアワイパーのワイパーアームを立てま
す。

2. ワイパーアーム位置①を持ち、図に示す
方向②にブレードを真っすぐに抜き出し
ます。

3. 新しいブレードを取り付けるときは、ブ
レードの外し方と逆の手順で作業しま
す。

注意

● ボンネットおよびワイパーアームが
破損するおそれがあるため、ワイパ
ーアームを立てている状態でボンネ
ットを開けないでください。

● 洗車後にワイパーブレードを戻す場
合は、ワイパーアームを押してブレ
ードをフロントガラスに直撃させな
いでください。

● ワイパー作動時、ワイパーブレード
を折り曲げたり手などでワイパーブ
レードの動きを阻止しないでくださ
い。
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注意

● ワイパーブレードを交換する場合
は、ワイパーアームを立てた後に手
でしっかり支え、ブレード交換後は
ゆっくりと倒してください。ブレー
ドを取り付けていない状態で誤って
ワイパーアームがガラスに当たる
と、ガラスを破損させるおそれがあ
ります。

● ワイパーのメンテナンスについては
（221 ページ）を参照してください。

バックミラー

ルームミラー

ルームミラーの手動調節

上下左右にルームミラーを回して、ルーム
ミラーを適切な位置に調節します。

警告

● 発進前にルームミラーを調節してく
ださい。運転に集中できず、死傷に
つながる思わぬ事故を引き起こすお
それがあるため、走行中にルームミ
ラーを調節しないでください。

● ルームミラーに重量物を掛けたり、
強く揺らしたり引っ張らないでくだ
さい。

警告

● ルームミラーを手動で調節する場合
に引っ掛かりがあるときは、無理に
調節しないでください。ルームミラ
ーが脱落するおそれがあります。

手動防眩ルームミラー

手動防眩ルームミラーにはノーマルモード
と防眩モードの 2 つの動作モードがありま
す。

● ノーマルモード——レバーを位置①まで
前方に押すと、ルームミラーの映りが鮮
明になります。

● 防眩モード——レバーを位置②まで後ろ
に倒すと、夜間の後続車のヘッドランプ
のまぶしさを軽減することができます。

お願い

● 防眩モードで、後続車のヘッドラン
プのまぶしさが軽減されますが、後
方視界の明瞭度が落ちることがあり
ます。

ドアミラー

ドアミラー調整スイッチを操作して、ドア
ミラーから車両の両側が見えるよう適切な
角度に調整してください。

● セレクトスイッチ：調節するドアミラー
を選択します。
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●  ：左側ドアミラーボタン

●  ：右側ドアミラーボタン

● ドアミラー方向調整ボタン  ：調節す
るドアミラーを選択した後、このボタン
を押すと、そのドアミラーのミラーを適
切な位置に調整できます。

可倒式ドアミラー

● 格納スイッチ  ：このボタンを押すと、
左右のドアミラーが同時に格納されま
す。再度このボタンを押すと、ドアミラ
ーが展開します。

● イモビライザーが作動するとドアミラー
が自動で格納し、イモビライザーを解除
すると自動で展開します。

● ドライバーはマルチメディア  ドライ
ブ→車内環境→ドアミラーの設定画面で、
ドアミラー自動格納機能の ON/OFF を設
定できます。

警告

● ドアミラーは発進前に調節してくだ
さい。走行中にドアミラーを調節し
ないでください。ドライバーが運転
に集中できず、思わぬ事故を引き起
こすおそれがあります。

● ドアミラーを調節または格納する前
に、ドアミラーに触れないでくださ
い。挟まれてけがをしたり、ドアミ
ラーを破損したりするおそれがあり
ます。

警告

● 手でドアミラーを操作しないでくだ
さい。ドアミラーが正しい位置に固
定されず、ドライバーの視界確認に
支障をきたすおそれがあります。

● 走行時または後退時は、必ず目視お
よびミラーで車両周辺の状況を確認
し、ドアミラーを格納したまま走行
しないでください。

● ミラーの視野範囲には限界があるた
め、直接目視により周囲の環境が安
全であることを確認してください。

お願い

● ドアミラーの鏡面が結霜している場
合は、ドアミラーデフロスター機能
を使用して鏡面をクリアにすること
ができます。詳細は（186 ページ）
を参照してください。

● ドアミラーが凍っている場合は、解
氷スプレーでドアミラー表面の氷を
落としてください。このとき、スイ
ッチ操作やドアミラー表面をこする
行為はしないでください。

● ドアミラーをこまめに清掃し、視界
がクリアな状態を保ってください。
水で湿らせた清潔な柔らかい布で、
ミラー表面の水滴や汚れを優しく拭
き取ってください。

ブラインドスポット補助ミ
ラー*

● ブラインドスポット補助ミラー*は、助手
席側ドアミラーの下部に取り付けられて
います。出発前に、ブラインドスポット
補助ミラーで車両の左側後方および左側
前方の状況を確認できます。
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● ドライバーの身長やシートの角度によ
り、ブラインドスポット補助ミラーで確
認できる範囲が異なります。

注意

● ブラインドスポット補助ミラーは助
手席側ドアミラーに固定されている
ため、調整できません。

● ブラインドスポット補助ミラーのミ
ラー部分が汚れている場合は、中性
洗剤や柔らかい布などで拭き取って
ください。視界に影響する可能性が
あります。

● ブラインドスポット補助ミラーを使
用する際は、ルームミラー、ドアミ
ラー、および直接目視を併用して車
両周辺の状況を確認してください。

スイッチ

ライトスイッチ

● ライトスイッチを  に回すと、デイタ
イムランニングライト以外のすべての車
外照明が消灯します。

● デイライト機能が ON の場合、この設定
でデイライトが点灯します。デイライト
機能が OFF の場合、この設定でデイライ
トが消灯します。

● デイライト機能は、マルチメディア  →
ライト→ヘッドライトから設定できます。

オートライト

● ライトスイッチを「  」に回すと、車
両が照度センサーで周囲の明るさを検知
し、自動的にポジションランプやロービ
ームの ON/OFF を制御します。
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お願い

● 照度センサーは、インストルメント
パネルの上端部にあります。センサ
ーを遮ったり、液体がかかったりす
ることを避けてください。

ポジションランプ

● ライトスイッチを「  」に回すと、

ポジションランプが点灯します。

ロービーム

● ライトスイッチを「  」に回すと、ロ
ービームが点灯します。

フロントフォグランプ

● ライトスイッチを「  」に回し、フォ

グランプスイッチを  に回すと、フロ
ントフォグランプが点灯します。

ハイビーム

● ライトスイッチを「  」に回し、ライ
トスイッチのレバーを前方に押すと、ハ
イビームが点灯します。レバーを手前に
引くと、ハイビームが消灯します。

● レバーを手前に引いて保持すると、ハイ
ビームが点灯します。手を離すと、レバ
ーは自動的に戻り、ハイビームが消灯し
ます。

ターンシグナルランプ

● コンビネーションスイッチのレバーを上
方向に上げると、左ターンシグナルラン
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プとコンビネーションメーターの方向指
示表示灯が同時に点滅します。

● コンビネーションスイッチのレバーを下
方向に下げると、右ターンシグナルラン
プとコンビネーションメーターの方向指
示表示灯が同時に点滅します。

注意

● ターンシグナルランプをつけた後に
手を放しても、ターンシグナルラン
プは点滅し続けます。曲がり切る
と、自動的に消灯します。ドライバ
ーの運転習慣により、極端なケース
では、ハンドルを 1 回転させないと
リセットしない場合があります。

オート OFF 機能

● オート OFF 機能の作動条件：ライトスイ

ッチを「  」、または「  」に回

し、電源を「ON」から「OFF」に切り替
えると作動します。

● オート OFF 機能が ON の状態で運転席
側ドアが閉まっていると、オート OFF 機
能により点灯中のヘッドライト、ポジシ
ョンランプ、フロントフォグランプ、ハ
イビームが 10 秒後に消灯します。

● オート OFF 機能が ON の状態で運転席
側ドアが開いていると、オート OFF 機能
により点灯中のヘッドライト、ポジショ
ンランプ、フロントフォグランプ、ハイ
ビームが 5 分後に消灯します。

● 自動で消灯した後にライトスイッチのポ
ジションを切り替えた場合、切り替えた
ポジションに応じてライトが点灯しま
す。このとき、オート OFF 機能の作動条
件が揃うと、再度オート OFF 機能が作動
します。

● オート OFF 機能の解除：車両の電源を入
れると、オート OFF 機能は終了し、ライ
トスイッチを通常通り操作できます。

● オート OFF 機能によりライトが消灯し、
イモビライザー作動後に再度イモビライ
ザーを OFF にした場合、消灯したライト
が自動的に再度点灯します。運転席側ド
アを開けていない場合、オート OFF 機能
によりライトが 10 秒後に再度消灯しま
す。ドアを開けると、オート OFF 機能に
よりライトが 5 分後に消灯します。

ヘッドライト残照機能

● 降車後のヘッドライト点灯機能：

● ライトスイッチを「  」、「  」ま

たは「  」に切り替え、ドライバーが
電源ポジションを「OFF」にした後、4
つのドアを施錠して車両から離れる
と、対応するランプが 10 秒（または設
定時間）点灯し、照明を提供します。

● ドライバーはマルチメディア  →ライ
ト→カーテシ設定（カーテシライト設定）
画面で、降車後のヘッドライト点灯時間
を設定できます。点灯時間の初期値は
10 秒です。
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ヘッドライトの高さ調節

● ロービームが点灯しているときは、マル
チメディア  →ライト→ヘッドライト→
ヘッドライト高さで、ヘッドライトの照
射角度を調節します。

● 車両により積載状況が異なる場合がある
ため、実際の状況に応じて調整してくだ
さい。

運転席側ドアスイッチユニ
ット

パワーウィンドウスイッチ

● 車両の走行可能表示灯を「OK」にする
と、ドアにあるコントロールスイッチで
ウィンドウガラスの開閉を制御できま
す。

● ウィンドウガラスを下げる——パワー
ウィンドウスイッチを押します。

● ウィンドウガラスを上げる——パワー
ウィンドウスイッチを引き上げます。

手動開閉

● パワーウィンドウスイッチをポジション
①の位置で押し続けるとウィンドウガラ
スが下がり続け、手を離すと止まります。
パワーウィンドウスイッチをポジション
①の位置で引き上げ続けるとウィンドウ
ガラスが上がり続け、手を離すと止まり
ます。

自動開閉

● パワーウィンドウスイッチをポジション
②まで押してから手を離すと、ウィンド
ウガラスが自動で下がります。パワーウ
ィンドウスイッチをポジション②まで引
き上げてから手を離すと、ウィンドウガ
ラスが自動で上がります。ガラスが上が
るまたは下がる途中でパワーウィンドウ
スイッチを任意の方向に操作すると、ウ
ィンドウガラスの動作がキャンセルされ
ます。

挟み込み防止機能

● ウィンドウガラス上昇中に人やものが挟
まれると、ウィンドウガラスの上昇が止
まり、自動的に下がります。

ウィンドウガラスの自動上昇機能または挟
み込み防止機能が故障している場合

● ウィンドウガラスの自動上昇機能または
挟み込み防止機能が作動しないときは、
次の方法で復帰させることができます。

● ガラスを全閉にしてから約 2 秒間パワ
ーウィンドウスイッチを引き上げ続
け、ウィンドウガラスを全開にしてか
ら約 2 秒間パワーウィンドウスイッチ
を押し続けると、自動上昇機能および
挟み込み防止機能が自動的に復帰しま
す。

遅延機能

● 電源ポジション「OFF」後にフロントド
アを開けていない場合、10 分間はウィン
ドウガラスの開閉操作ができます。フロ
ントドアを開けると 4 つのドアのウィン
ドウガラス開閉操作ができなくなりま
す。
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警告

● 身体の一部で、挟み込み防止機能を
故意に作動させないでください。

● 次の場合は、パワーウィンドウ挟み
込み防止機能が作動しない場合があ
ります。

● ウィンドウガラスが閉まり切る直
前に挟まれたとき。

● 指や紐などの物体が挟まれたと
き。

● ウィンドウスイッチを引き上げ続
けたとき。

● 生命にかかわる重大な傷害を防止す
るために、ウィンドウガラスを閉じ
る場合は下記の注意事項を守ってく
ださい。

● ウィンドウガラスを操作するとき
は、ドライバーや乗員の身体が挟
まれないようにきちんと確認して
から操作してください。

● 絶対に、お子様にパワーウィンド
ウを操作させないでください。

注意

● パワーウィンドウの故障を避けるた
め、ウィンドウガラスが完全に開い
ている/閉じている状態や、ウィンド
ウガラスが凍結している状態では、
長時間または頻繁にウィンドウスイ
ッチを操作しないでください。

● ウィンドウガラス自動上昇機能また
は挟み込み防止機能が作動しない場
合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に点検を依
頼してください。

集中ドアロックスイッチ

運転席側のドアには電動ドアロックを搭載
しています。2 つのボタンですべてのドア
の施錠や解錠ができます。

① 施錠

「集中ドアロック施錠」ボタン①を押すと、
すべてのドアが同時に施錠され、施錠を示
す赤い表示灯が点灯します。

② 解錠

「集中ドアロック解錠」ボタン②を押すと、
すべてのドアが同時に解錠され、施錠を示
す赤い表示灯が消灯します。

ウィンドウロックボタン

ウィンドウロックボタンは、リアシート乗
員のウィンドウガラス開閉操作をコントロ
ールできます。

● ウィンドウロックボタンを押すと、表示
ランプが点灯します。このとき、運転席
のパワーウィンドウスイッチでは、すべ
てのウィンドウガラスの開閉ができま
す。助手席のスイッチでは助手席のウィ
ンドウガラスの開閉ができますが、リア
ドアのウィンドウスイッチは操作できま
せん。

● 再度ウィンドウロックボタンを押すと、
表示灯が消灯し、それぞれのウィンドウ
ガラス開閉を操作できます。
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助手席側パワーウィンドウ
スイッチ

● 車両の走行可能表示灯が「OK」または電
源ポジションが「OFF」（電源ポジション
OFF 後の遅延機能作動中）の状態で助手
席側ウィンドウスイッチを操作すると、
助手席側のウィンドウガラスを上昇また
は下降することができます。

走行距離切替スイッチ

● 「走行距離切替」スイッチを押すと、
「ODO」——「TRIP A」——「TRIP B」
——「ODO」の切り替えができます。同
時に、コンビネーションメーターには切
替状態が表示されます。

● 「TRIP A」、「TRIP B」を長押しすると、走
行距離がリセットできます。

モードスイッチユニット

運転モードの調整

● 本車両の運転モードには、ノーマル
(NORMAL)、エコ (ECO)、スポーツ
(SPORT)およびスノー（SNOW）があり、
ドライバーは必要に応じて異なる運転モ
ードを選択することができます。

● 運転モード調整ホイールを回すと、コン
ビネーションメーターに選択画面が表示
され、各種運転モードに変更できます。

回生ブレーキモード

● ボタンを押すと、回生ブレーキの効きが
強くなります。

● 再度ボタンを押すと、回生ブレーキがス
タンダードになります。

スノーモード

● 表面が固いものや滑りやすいもの（草、
雪、氷や砂利など）で覆われている路面
で使用します。

● スノーモードは、滑りやすい道路でのト
ラクション、乗り心地、ハンドリング特
性を最適化しますが、スノーモードでも、
滑りやすい道路を走行するときはアクセ
ルペダルをゆっくり踏んで速度を抑えて
ください。
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注意

● ESC を有効にすると、車両の出力ト
ルクを制限することがあります。ま
た、積雪によってスタックしたとき
は、一時的に ESC を OFF にするこ
とで、スタックから脱出できること
があります。車両がスタックから脱
出した後は、再度 ESC を ON にして
ください（（174 ページ）を参照し
てください）。

ハザードランプスイッチ

●  スイッチを押すと、すべてのターンシ
グナルランプが点滅すると共に、メータ
ーの方向指示表示灯が点滅します。

● 再度  スイッチを押すと、ターンシグ
ナルランプと表示灯の点滅が止まりま
す。

ルームランプスイッチ

「DOOR」ポジションスイッチ

● フロントのルーフスイッチユニットに
は、「DOOR」ポジションのスイッチが装
備されています。

● 「DOOR」ポジションのスイッチを ON に
すると、フロントルームランプはドア連
動モードになり、ドアを開けたときに自
動で点灯します。

● 「DOOR」ポジションスイッチを OFF にす
ると、ドアの開閉に関わらず、フロント
ルームランプは自動的に点灯しません。

フロントルームランプスイッチ

● フロントルーフスイッチユニットには
左/右フロントルームランプが設置され
ています。

● ドアが閉まっているときに、左/右フロン
トルームランプを押すと、左/右フロント
ルームランプが点灯します。左/右フロ
ントルームランプを再度押すと、左/右フ
ロントルームランプが消灯します。

● 「DOOR」ポジションスイッチが ON でド
アが開いている場合：

● 車両の電源ポジションが「OFF」以外の
場合、フロントルームランプは点灯し
続けます。

● 車両の電源ポジションが「OFF」の場
合、フロントルームランプは一定時間
点灯した後に消灯し、その間に他の操
作があるとタイマーはリセットされま
す。

リアルームランプスイッチ
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● リアルーフにはリアルームランプが設置
されており、リアルームランプスイッチ
には 3 つのポジションがあります。

①ON
②ドア連動

③OFF

● スイッチを①の位置に動かすと、リアル
ームランプが点灯します。スイッチを②
の位置に動かすと、リアルームランプは
ドアを開けた時のみ点灯します。

● スイッチを③の位置に動かすと、ドアが
開いているかどうかに関わらず、リアル
ームランプは点灯しません。

自動緊急通報システム E-
Call

● E-Call とは、緊急通報システム
（Emergency Call）のことです。フロント
ルーフの SOS ボタンを 2～10 秒間押し
続けると、E-Call が作動します。

● SOS ボタンを 10～20 秒間長押しして
も、E-Call は作動しません。

● 誤って SOS ボタンを押してしまった場
合は、5 秒以内に再度 SOS ボタンを押す
とキャンセルすることができます。

● E-Call が作動すると自動的に緊急通報を
行い、関連の車両・事故情報を緊急通報
受付センターに発信します。

● エアバッグが展開した場合、E-Call は自
動的に作動します。

警告

● E-Call が使用する電波は、心臓ペー
スメーカーなどの医療機器の正常な
動作に影響を及ぼす可能性がありま
すので、医療機器メーカーにご相談
ください。

注意

● SOS ボタンを 20 秒以上押し続ける
と、SOS ボタンがショートした（ボ
タンが引っかかった状態）と判断さ
れるため、手動操作しても E-Call は
作動しません。

● E-Call を発信すると、手動操作でキ
ャンセルすることができなくなりま
す。緊急通報受付センターが通話を
切断する、または 10 回以上連続で
発信しても繋がらない場合、システ
ムは 60 分間コールバック待ち状態
に入ります。
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作動状態 LED 表示灯 ブザー

車両の電源が入っていない、
または E-Call に重大な故障が

ある
消灯 /

車両起動時のセルフテスト中 速く点滅-2 Hz /
車両の電源ポジションが

「ON」で、E-Call のセルフテス
トで異常がない

セルフテストで異常が検出さ
れず、常時点灯 /

E-Call 発信中 点滅-1 Hz ブザーが 1 回鳴る

E-Call 音声通話接続中 点滅-1 Hz ブザーが 1 回鳴る

E-Call 音声通話終了 常時点灯 音声通話が切れ、ブザーが 2
回鳴る

コールバック中（デフォルト
で 60 分間） 常時点灯 /
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充電/放電について

充電について

充電に関する警告

● 充電設備は高電圧が掛かっているため、
お子様だけで充電をしたり充電設備に触
れたりしないでください。また、充電中
はお子様を充電設備に近づけないでくだ
さい。

● 充電が医療電子機器や植え込み型電子機
器に与える影響については、電子機器メ
ーカーへ確認してから充電作業を行って
ください。

● 安全な場所で充電してください（液体、
火気、熱源などがある環境を避けるな
ど）。雨の日に充電するときは、水が掛か
らないように充電装置を保護してくださ
い。

● 充電前の設備点検および操作
● 給電設備、充電コネクタ、充電ポート、
車載充電ケーブルなどに、ケーブルの
摩耗やポートの錆び、ケースの割れま
たはポート内の異物付着などの異常が
ないことを確認してください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートの金属端子が錆びや腐食で破
損している、または緩みがある場合は、
充電しないでください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートが汚れたり濡れたりしている
場合は、乾いた清潔な布で拭いてくだ
さい。

● 規格に適合する充電設備で充電してくだ
さい。

● 故障や火災を防ぐため、充電設備およ
び関連ポートの改造や取り外し、修理
はしないでください。

● 安全基準を満たさない、または潜在的
危険性がある充電設備で充電しないで
ください。また、充電中はお子様やペ

ットを充電設備に近づけないでくださ
い。

● 感電による傷害につながるおそれがある
ため、濡れた手で操作しないでください。

● 充電中に車両や充電設備に異常を見つけ
た場合は、ただちに充電を停止して BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● 車両の破損を防ぐため、充電時は下記の
内容に注意してください。

● 車両側の充電ポートを破損するおそれ
があるため、充電コネクタを揺らさな
いでください。

● 雷雨時はバッテリーを充電しないでく
ださい。落雷による車両の破損につな
がるおそれがあります。

● 充電中は、整備のためにボンネットを開
けないでください。

● 感電による傷害につながるおそれがある
ため、濡れた手や水の中などに入った状
態で充電設備を切り離さないでくださ
い。

● 発進する前に、充電設備が充電ポートか
ら切り離されていることを確認してくだ
さい。

充電上のご注意

● パワーバッテリー残量（SOC）が低下す
ると、コンビネーションメーターのパワ
ーバッテリー残量表示灯が赤く点灯し、
パワーバッテリー残量が低下しているこ
とを知らせます。残量が低下すると、パ
ワーバッテリーの寿命や走行性能に影響
を与えるおそれがあるため、早めに充電
してください。

● 家庭用 AC 普通充電とは、AC 充電装置を
使用して充電することです。ハイパワー
充電による回路焼損や自動保護トリップ
が発生し、他の機器利用に影響を与える
ことを防ぐため、現地規格に適合する専
用交流回路と電源コンセントを使用して
ください。
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● 充電機器の破損を防ぐために：
● 充電機器に衝撃を与えないでくださ
い。落下や外部からの衝撃などによる
機械的破損がないように注意してくだ
さい。

● 充電機器をヒーターや他の熱源の近く
に置かないでください。

充電前の注意事項

● 充電前に車両の電源ポジションを「OFF」
にしてください。

● 充電前に充電コネクタを挿し込む：
● 充電前に、充電コネクタと充電ポート
に異物が付着していないこと、充電コ
ネクタ端子の絶縁キャップに緩みや変
形がないことを確認します。

● 充電コネクタを持ち、充電ポートに合
わせてから押し込み、充電ポートに確
実に取り付けます。

● 外気温度が低い場合は、暖房のある室内
で充電することをおすすめします。充電
ポートフラップが天候などにより凍結し
た場合は無理に開けないでください。

● 充電時は換気の良い場所に車両を止め､
車両から降りることをおすすめします。
充電中は車両カバーで車両を覆わないで
ください。

● バッテリー温度が低すぎる、または高す
ぎる場合、バッテリーの充電性能に影響
を与えるおそれがあります。

● 低温充電時、加熱によるエネルギー消
費が増加します。温度コントロールシ
ステムによりバッテリー低温時の充電
能力を改善できますが、充電スタンド
の出力に制限があるため充電時間や加
熱時間が延び、加熱による電力消費が
増えますが、異常ではありません。

● 直流充電時、車両が低温かつバッテリ
ー残量が多い状態の場合、バッテリー
の低温特性により充電電流が小さくな
ります。充電速度を向上させるため、
バッテリー残量が少ない状態で車両を
充電することをおすすめします。

● お客様の利便性を向上させるため、低
温環境下では、車両使用後すぐに充電
することをお勧めします。これは、バ
ッテリー温度が比較的高く、充電性能
がより優れているためです。

充電時のご注意

● 充電中にエアコンを使用できます。充電
電力を確保するためにエアコンは使用し
ないことをおすすめします。

● 低温環境で充電中にエアコンを使用する
場合、バッテリー温度コントロールシス
テムの性能および充電性能に影響を与え
るおそれがあります。

● 高温の環境で、DC による高出力充電を行
う場合は、バッテリー温度コントロール
システムの充電性能がエアコンの使用に
より低下し、充電時間が長くなることが
あります。充電効率を確保するため、充
電中はエアコンを使用しないことをおす
すめします。

● 充電中にバッテリー温度コントロールシ
ステムが作動した場合、コンビネーショ
ンメーターやマルチメディアタッチスク
リーンの充電電力が、一時的に変動して
表示されることがありますが異常ではあ
りません。

● 充電中に暖房や冷房を使用すると、充電
時間が長くなり充電中の消費電力も増え
ますが異常ではありません。

● 直流充電時、充電スタンドの最大出力を
発揮し、快適に充電できるようにするた
めに、車両は充電開始時に充電スタンド
の実際の能力を認識する必要がありま
す。この認識期間中は、直流充電電力は
小さくなります。

● バッテリーを長持ちさせるため、充電完
了前にバッテリー補正機能が作動するこ
とがあります。バッテリー補正機能が作
動すると、充電時間が長くなることがあ
ります。

● 充電中および充電終了後のしばらくの
間、バッテリー冷却システムが作動して
コンプレッサーやファンなどの作動音が
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モータールームから聞こえますが異常で
はありません。

● 充電時、コンビネーションメーターやマ
ルチメディアタッチスクリーンにフル充
電までの所要時間が表示されます。気温
やバッテリー残量、充電設備などにより
所要時間は多少増減しますが、異常では
ありません。充電が完了する前に、コン
ビネーションメーターに「計算中...」と
表示されますが異常ではありません。

充電終了時のご注意

● 充電完了後に充電コネクタを抜き出す：
● 充電を停止し、充電ポートのロックが
解錠されていることを確認します。

● 充電コネクタを持って抜き出します。

● 充電コネクタがロックされたまま充電
コネクタを抜き出さないでください。
充電ポートを破損させるおそれがあり
ます。

● パワーバッテリーがフル充電になると、
システムが自動的に充電を停止します。

● 充電を途中で終了させる場合は、AC また
は DC 充電スタンドを OFF にしてから充
電装置を切り離してください。家庭用
AC 普通充電の利用完了後、車両側の充電
コネクタを切り離してから電源側のプラ
グを抜き出してください。

● 充電が完了して充電コネクタを抜き出し
たら、充電ポートキャップおよび充電ポ
ートフラップを確実に閉じてください。
そうしないと、水や異物が充電ポートに
入り正常に使用できなくなるおそれがあ
ります。

● 車両を始動させる前に、充電装置が切り
離されていることを確認してください。
充電装置のロック機構がきちんとロック
されていない状態でも走行できてしまう
ため、充電装置および車両の破損につな
がるおそれがあります。

注意

● 充電ポートフラップが解錠されるま
では、充電ポートフラップを無理や
り開けないでください。

● 充電ポート盗難防止ロックを解錠せ
ずに充電コネクタを強制的に挿し込
む、または抜き出さないでください。

● 充電ポートキャップを外した時は、
充電ポートフラップを閉じないでく
ださい。

利便性向上のために、以下のことをおすす
めします。

● 車両を長期間使用しない場合は、フル充
電してから利用することをおすすめしま
す。パワーバッテリーを長持ちさせるた
め、放置期間中は、少なくとも 3 ヶ月毎
に充電することをおすすめします。

● パワーバッテリーシステムが長期間フル
充電されていない場合、インストルメン
トクラスターに「パワーバッテリーの自
動バランス調整のため、車両をフル充電
してください」というメッセージが表示
される場合があります。バッテリーの寿
命を延ばすために、できるだけ速やかに
車両をフル充電してください。

充電方法

電気自動車はパワーバッテリーからの電気
エネルギーで走行します。パワーバッテリ
ーの電圧不足の影響を防ぐため、早めに充
電し、運転前に使用する電力量を見込んで
おいてください。

次の充電方法があります。

● 家庭用 AC 普通充電*
● 充電スタンドでの AC 充電

● 充電スタンドでの DC 急速充電*
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注意

● パワーバッテリーの充電が完了する
までに必要な時間は、充電方法、バ
ッテリー残量、現在の温度、使用時
間、周囲温度などにより異なります。

● 規格に適合する充電設備を選定して
ください。

充電モード

次の充電モードがあります

● 予約充電（AC 充電のみ）：ドライバーが
設定している充電時間でバッテリーを充
電します。

● 即時充電：充電コネクタを接続したらす
ぐに充電を始めます。

お願い

● 予約充電で充電を待つ間は、車両の
電力消費が増えます。充電待機時間
が長くなると、車両のバッテリー残
量が低下し、航続可能距離が短くな
りますが、異常ではありません。

一般的な充電故障の診断

症状 考えられる原因 対処方法

充電できな
い。充電装置
に接続してい
るが、充電が
開始されない

パワーバッテリーがフル
充電になっている

パワーバッテリーがフル充電になっている場合、自
動的に充電を停止します。

パワーバッテリーの温度
が高すぎる/低すぎる

適切な温度環境の場所に停車し、パワーバッテリー
の温度が正常になるのを待ってから充電してくだ
さい。

起動バッテリーが過放電
になっている 起動バッテリーを交換してください。

充電機器が故障している

充電機器の電源表示灯が正常に点灯していない、ま
たはその他の異常表示がないかを確認し、別の充電
機器で充電を行うか、充電機器の供給元に連絡して
ください。

車両の故障表示

コンビネーションメーターに充電システムの故障
メッセージが表示されている場合は、充電を停止し
て BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場に連絡してください。

充電が途中で
止まった

電力供給が停止している
AC 充電中に外部送電網がしばらく停電し、その後
電力供給が再開された場合、BYD 充電機器は再接続
することなく自動的に充電を再開します。

充電コネクタがきちんと
接続されていない

充電コネクタが確実に接続されていることを確認
してください。

充電コネクタスイッチが
押し込まれている

充電コネクタスイッチが押し込まれると充電が停
止するため、充電コネクタを新たに接続して充電を
スタートする必要があります。
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症状 考えられる原因 対処方法

パワーバッテリーの温度
が高すぎる/低すぎる

温度が高すぎる場合、コンビネーションメーターに
パワートレインシステムの故障が表示されます。
温度が低すぎる場合、コンビネーションメーターに
パワーバッテリーの温度低下が表示されます。こ
のとき、充電が自動的に止まります。バッテリー温
度が正常に戻ってから充電を再開してください。

車両や充電スタンドが故
障している

充電スタンドや車両に不具合がある場合は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

充電方法

● 充電前の点検：

● 充電装置のキャビネットの割れ、ケー
ブルの摩耗、プラグの錆、または異物
の付着などの異常がないことを確認し
ます。

● 充電装置の接続に緩みがある場合は、
充電しないでください。

● 充電ポートに水または異物がない、金
属端子に錆や腐食がないことを確認し
ます。

● 上記のような状況があるときは充電しな
いでください。ショートや感電などによ
り、身体に危害を与えるおそれがありま
す。

● 雨の中で充電するときは、水が掛からな
いように充電装置を保護してください。

家庭用 AC 普通充電*
1. 充電器について

● 車両と規格に適合するコンセントを接続
し、バッテリーを充電します。仕様は、
AC200V です。

● 高出力充電による回路焼損や、自動保護
ブレーカーが誤作動して他の設備へ影響
を与えることを避けるため、ソケットは
規格に適合する家庭用コンセントを選択
してください。

● この設備は､現地の規格に適合する給電
プラグ、充電コネクタ、コントロールボ
ックス、充電ケーブルで構成された、EV
Mode 2 充電ケーブルと略称します。給
電プラグを家庭用コンセントに挿し込
み、充電コネクタを車両の充電ポートに
挿し込みます。

● 充電時間：コンビネーションメーターに
表示される充電時間についてのご注意を
参照してください。

警告

● 充電に関する警告の詳細は、充電機
器の説明書に記載の充電に関する警
告を参照してください。

● 周囲温度：最大 50℃までとし、使わ
ないときは、本製品を涼しく乾燥し
た場所に保管してください。

● 充電中、本装置をトランクルームや
車両前部の下、タイヤの近くに置か
ないでください。

● 使用中は、車両にひかれたり地面に
落としたり、人に踏まれることがな
いようにしてください。

● 充電装置を落としたり、直接ケーブ
ルを引っ張って移動したりしないで
ください。設備の移動の際は取り扱
いに注意してください。

● 充電設備や関係ポートの改造や取り
外し、修理は禁止されています。
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警告

● 後付けの電線やアダプター/コンバ
ーターを使用しないでください。

● 家庭用給電コンセントのコードが柔
らかくなった場合や、充電コネクタ
ケーブルの摩耗、絶縁層の破裂やそ
の他の破損がある場合は、充電設備
を使用しないでください。

● 充電コネクタ、給電プラグ、家庭用
コンセントの断線や破裂、または表
面に破損がある場合は、充電設備を
使用しないでください。

● 充電ポートフラップの故障を防ぐた
め、必要以上に充電ポートフラップ
を開閉しないでください。充電ポー
トフラップを開閉する間隔は 1 秒
以上にすることをおすすめします。

注意

● 充電中の放熱性が悪くなるため、充
電ケーブルを巻いたまま使用しない
でください。

● 充電に関係する注意事項の詳細は、
「充電/放電について」を参照してく
ださい。

お願い

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場や認定技術者に問い
合せて、充電設備の要求事項に応じ
た適切な電源を選択してください。

● 充電設備のアースについて：設備の
アース工事を確実にしてください。
充電設備に故障や破損が起きた場
合、アース線は最小抵抗の回路を介
して電流を逃し、感電の危険性を低
減します。

● 給電プラグは、安全基準に適合し、
正しく設置されており、アースを確

お願い

実に取っている家庭用コンセントと
組み合わせて使用してください。

2. 充電する

● 車両のドアを解錠した状態で電源ポジシ
ョンを「OFF」にし､充電ポートフラップ
を押し込むと充電ポートフラップが自動
で開きます。

● 充電ポートキャップと充電コネクタのカ
バーを開け、充電コネクタのプラグと車
両側コンセントの部分に、障害物がない
かを確認します。

お願い

● 充電ポートフラップが解錠されるま
では、充電ポートフラップを無理や
り開けないでください。

● 天候などにより充電ポートフラップ
が凍っている場合は、無理に開けよ
うとせず温水で溶かしてから開けて
ください。
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● 給電ポート側の接続：

● EV Mode 2 充電ケーブルの給電プラグ
を家庭用コンセントに挿し込みます。

● 車両側の接続：

● 充電コネクタを車両側充電ポートに挿
し込みます。

● 充電コネクタを適切に挿し込むと、コン
ビネーションメーターの充電接続表示灯

 が点灯します。

お願い

● 充電ポート盗難防止ロックを解錠せ
ずに、充電コネクタを挿し込まない
でください。

● 充電中は、コンビネーションメーターに
関連する充電パラメーターと充電画面が
表示されます。

● このとき、マルチメディアの設定から
充電を予約することができます。設定
手順の詳細は（102 ページ）を参照し
てください。

お願い

● 充電中は、コンビネーションメータ
ーにフル充電までの目安時間が表示
されます。気温やバッテリー残量、
充電設備などにより所要時間は多少
増減しますが、異常ではありません。

● バッテリー残量が少ない場合、予約
充電は使用できません。

3. 充電を停止する

● 充電完了：

● フル充電になると、自動的に充電が完
了します。

● リモートキーの「アンロック」ボタン
またはドアハンドルのマイクロスイッ
チを押すと（リモートキーが近くにあ
る場合）、充電が停止します。充電が停
止した後、充電器または車両表示で充
電停止を確認してから充電コネクタを
抜き出してください。

● 充電ポートの接続を切る：

● 盗難防止機能が OFF の場合は、実際の
状況に応じて充電コネクタ上のボタン
を押してから充電コネクタを抜き出
す、またはそのまま充電コネクタを抜
き出してください。

● 盗難防止機能が ON の場合は、リモー
トキーの「アンロック」ボタンまたは
ドアハンドルのマイクロスイッチを押
してから（リモートキーが近くにある
場合）、充電コネクタを抜き出してくだ
さい。

お願い

● 車両を解錠した状態でリモートキー
の「アンロック」ボタンを押す、ま
たは運転席側ドアハンドルのマイク
ロスイッチを押します（リモートキ
ーが近くにあるとき）。

● 充電ポート盗難防止ロック機能が
ON の場合は、充電コネクタを抜き
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お願い

出す前に車両を解錠し、充電ポート
盗難防止ロック機能を解錠後、30 秒
以内に充電コネクタを抜き出してく
ださい。抜き出さないと、充電ポー
ト盗難防止ロック機能が作動して再
度ロックします。

● 充電ポート盗難防止ロック機能の作
動モードは、マルチメディアで設定
できます。設定手順の詳細は、（105
ページ）を参照してください。

● ロック解錠操作をしても充電コネク
タが抜き出せない場合は、数回ほど
解錠操作を繰り返してください。そ
れでも抜き出せないときは、緊急時
解錠を試みてください。操作手順は
（106 ページ）を参照してください。

● 充電ポート盗難防止ロック機能を
OFF にしても充電コネクタを抜き
出せない場合は、車両を解錠してか
ら再度操作してください。

● 給電プラグを外します。

● 車両の充電ポートキャップと充電ポート
フラップを閉めます。

● 使用した充電設備を元に戻します。

注意

● 充電ポートキャップを全開にしてい
る状態で、充電ポートフラップを閉
じないでください。

警告

● EV Mode 2 充電ケーブルを直接引っ
張って移動させたり、落下させたり
しないでください。設備を移動させ
るときは取り扱いに注意し、使用後
は充電装置を冷暗所に保管してくだ
さい。

充電スタンドでの AC 充電

1. 充電器について

● AC 充電ボックス

● 基準に適合する家庭用充電ボックスで
車両のバッテリーを充電します。充電
設備の使い方は、使用する充電設備の
マニュアルを参照する、または本マニ
ュアルに従って操作してください。

● AC 充電ボックス：この装置は、充電ボ
ックス、充電コネクタ、およびケーブ
ルで構成されています。ブレーカー、
非常停止スイッチなどについては、充
電ボックスの取扱説明書を参照してく
ださい。

● AC 充電スタンド

● 公共の場に設置される AC 充電スタン
ドで車両のバッテリーを充電します。

● 充電時間：コンビネーションメーターま
たはマルチメディアに表示される充電時
間についてのご注意を参照してくださ
い。

2. 充電する

● 車両を解錠して充電ポートフラップと充
電ポートキャップを開けます。

●「家庭用 AC 普通充電」の充電ポートフ
ラップの解錠を参照しながら、充電ポ
ートフラップおよび充電ポートキャッ
プを開けます。

● 車両側の接続：

● 充電装置の充電コネクタを車両の充電
ポートに確実に挿し込みします。
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● 充電の設定：

● 認証を必要とする AC 充電スタンド/ボ
ックスについては、カードをかざす、
または QR コードをスキャンしてくだ
さい。取り扱い方法の詳細は、充電ス
タンド/ボックスの取扱説明書を参照し
てください。

● コンビネーションメーターの充電接続表
示灯  が点灯します。

● 充電中、コンビネーションメーターまた
はマルチメディアには関連する充電パラ
メーターが表示されます。また、充電画
面も同時に表示されます。

● このとき、マルチメディアの設定から
充電を予約することができます。設定
手順の詳細は（102 ページ）を参照し
てください。

3. 充電を停止する

● 充電完了：

● 任意で充電を終了させる、またはフル
充電になると、自動的に充電が終了し
ます。

● リモートキーの「アンロック」ボタン
またはドアハンドルのマイクロスイッ
チを押すと（リモートキーが近くにあ
る場合）、充電が停止します。

● 充電ポートの接続を切る：

●（96 ページ）を参照し、充電ポートの接
続を切り離します。

● AC 充電ポートキャップおよび充電ポー
トフラップを閉めます（（96 ページ）を
参照してください）。

● 充電機器を整理し、適切に保管してくだ
さい。

● AC 充電スタンド/ボックスの場合は、充
電コネクタを充電スタンド/ボックスの
指定位置に戻します。

充電スタンドでの DC 急速充電*
充電器について

● 公共の DC 急速充電器で車両のバッテリ
ーを充電します。DC 急速充電器は、特定
の充電スポットに設置されています。

● 設備規格：充電器関連の説明をお読みく
ださい。

● 充電時間：コンビネーションメーターま
たはマルチメディアに表示される充電時
間についてのご注意を参照してくださ
い。

充電する

1. 充電ポートフラップを開けます：

● 車両を解錠している状態で電源ポジシ
ョンを「OFF」にし､充電ポートフラッ
プを押し込むと充電ポートフラップが
自動で開きます。

2. DC 充電ポートキャップを開けます：

● 充電コネクタと車両側コンセントのカ
バーを開け、充電コネクタのプラグと
車両側コンセントの部分に、障害物が
ないかを確認します。

3. 車両側の接続：

● 充電器の充電コネクタを車両の DC 充
電ポートに挿し込み、確実に施錠しま
す。

4. 充電開始：

● 充電設備の操作手順に従って操作し、
充電を開始します。
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5. コンビネーションメーターの充電接続表
示灯  が点灯します。

● 充電中、コンビネーションメーターま
たはマルチメディアには関連する充電
パラメーターと充電画面が表示されま
す。

充電を停止する

1. 充電完了

● 予定の時間になる、または充電が完了
すると、充電スタンドは自動的に充電
を終了します。

2. 充電ポートの接続を切る：

● リモートキーの「アンロック」ボタン、
またはドアハンドルのマイクロスイッ
チを押して（リモートキーが近くにあ
る場合）から、充電コネクタを外しま
す。

3. DC 充電ポートキャップと充電ポートフ
ラップを閉めます。

4. 充電設備の片付け：

● 充電器で急速充電が完了したら、充電
設備を整理して充電コネクタを充電器
の指定の位置に戻します。

注意

● 充電ポートキャップを外した状態
で、充電ポートフラップを閉じない
でください。

● 充電完了後、ロック解錠操作をして
も充電コネクタが抜き出せない場合
は、解錠操作を数回繰り返してくだ
さい。それでも抜き出せないとき
は、非常解錠を操作してください。
操作手順は（106 ページ）を参照し
てください。

充電前予熱機能*
● 低温時の DC 充電時間を短縮するため、
本車両には充電予熱機能*が搭載されて

おり、充電前にパワーバッテリーを加熱
することができます。

● マルチメディア  →エネルギー→充電
と放電→充電前予熱をタッチして、この機
能を ON にすることができます。

お願い

● 工場出荷時は「OFF」に設定されて
います。

● 低温環境下では、DC 充電前にこの
機能を ON にすることで、充電時間
を短縮できます。

● バッテリー温度が適温範囲に達する
と、機能は自動的に OFF になりま
す。次回使用時には再度 ON にする
必要があります。

● 充電中は本機能を使用できません。

● 本機能を ON にすると、一定の作動
音が発生します。

AC 充電電流制限機能*
● AC 充電を行う前に、必要に応じて充電電
流を制限することができます*。

● マルチメディア  →エネルギー→充電
と放電→普通充電 電流制限から設定でき
ます。

● 設定可能な充電電流制限値：
6A/8A/10A/16A/MAX。工場出荷時は
「MAX」に設定されています。

お願い

● 充電電流制限値を設定すると、充電
時間が長くなる場合がありますが、
これは正常な現象です。

● 車両の実際の充電電流は、給電設備
の能力や電力網の能力などにも左右
されます。
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スマート充電

スマート充電モードは、予約充電と出発予
定*機能を含みます。

● マルチメディア  →エネルギー→充電
と放電→スマート充電から設定します。

● リターンボタン  または/home  を
タッチすると、スマート充電画面を閉じ
ることができます。

お願い

● スマート充電のサブ機能は 1 つだ
け有効にでき、出発予定画面では予
約充電機能が OFF になり、その逆も
同様です。

予約充電設定画面

① 出発予定に切り替え

② 充電開始/終了時間

③ 繰り返しサイクル

④ 設定

⑤ 予約充電スイッチ

● 初期設定では車両は即時充電に設定され
ており、予約充電は OFF になっていま
す。

● 予約充電を行う場合は、予約充電スイッ
チ⑤を ON にして充電開始/終了時間②、
繰り返しサイクル③を設定します。設定
後、確定をタッチすると設定を保存しま
す。

● 予約充電の予約完了後、充電待ち時間内
に充電コネクタを接続する、または車両

の電源ポジションを「OFF」にすると、
マルチメディアが充電の開始時間を知ら
せます。必要に応じて予約を変更し、す
ぐに充電することができます。

● ドライバーは、予約充電設定④から電源
OFF 時予約リマインダーや充電器接続予
約リマインダーおよびパワー OFF 通知
機能を ON/OFF することができます。

注意

● 予約充電は、BYD の AC 普通充電設
備を対象に開発したものです。BYD
純正部品以外の AC 普通充電設備を
利用する場合は、予約充電を OFF に
してください。充電設備が非対応の
ため予約や即時充電ができず、車両
のバッテリー残量不足や電圧不足に
つながるおそれがあります。

お願い

● 通知画面の「即時充電に変更」は、
今回の予約に限るものです。すべて
の予約をキャンセルする場合は、設
定画面で予約充電スイッチを OFF
にしてください。

● 予約充電は、BYD の AC 普通充電設
備のみに対応しています。公共充電
施設に使う場合は、施設が予約充電
に対応しているかを確認してくださ
い。

● バッテリー残量が低下している場合
は、予約充電前に最小限のバッテリ
ー残量を確保するための充電を行い
ます。最小限のバッテリー残量を確
保するための充電を行うときは、マ
ルチメディアにパワー OFF 通知お
よび充電コネクタ接続通知を発信
し、コンビネーションメーターの下
側にメッセージを表示します。

● 予約充電の待機時間が長すぎると、
この機能は電力を消費しますが、異
常ではありません。
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お願い

● この機能は AC 充電のみに適用しま
す。DC 充電コネクタに接続する
と、予約充電の設定が無効になりす
ぐに充電を開始します。

車の予約設定画面

① 予約充電に切り替え

② 出発時間と繰り返しサイクル

③ 電気料金優遇時間

④ 設定

⑤ 出発予定スイッチ

● 出発予定機能を使う場合は、出発予定ス
イッチ⑤をタッチして予約時間と繰り返
しサイクル②、電気料金優遇時間③を設
定します。設定後、確定をタッチすると
設定を保存します。

● 出発予定を ON に設定すると、車両は充
電を開始する時間を自動的に計算しま
す。

● 電気料金優遇時間は、電気料金優遇時間
中に充電が開始されるよう自動的に充電
時間を遅らせ、予定の出発時間までに充
電を終了させると同時に、バッテリー充
電時間帯が電気料金優遇時間中であるこ
とを確保し、電気代を節約できます。電
気料金優遇時間③をクリックして変更す
ると、電気料金優遇時間の開始または終
了時間をカスタマイズできます。

● 割引料金時間帯内の残り充電時間が充電
完了に不十分な場合、充電コネクタを挿
入して AC 充電を開始すると、充電制限

値に達するまで直ちに充電が開始されま
す。充電前の車両の残量によっては、割
引料金時間帯の前に充電を一時停止する
場合があります。

お願い

● 出発予定機能は、バッテリー残量が
40%を超えている場合にのみ有効
になります。この機能を ON にする
場合は、ボンネットを閉じた状態に
保ってください。

● 車両が寒い環境にある場合、出発予
定機能は自動的にバッテリー予熱機
能を ON にします。充電コネクタを
接続しなくてもバッテリー予熱機能
が利用可能で、これにより電力が消
費されます。

● 車両の走行可能表示灯が「OK」の場
合、バッテリー予熱および車内自動
温度制御は作動しませんが、電気料
金優遇時間中の充電は引き続き使用
できます。

外部給電*
● 本車両は外部給電機能を備えています：

AC V2L と DC V2H。車両の出力電圧範囲
は、基準に定められる電圧範囲（DC150V
～450V）を満たしており、最大給電電力
は 10kW です。

警告

● 外部給電中に、外部給電用ソケット
や車両側ポートの金属端子を触らな
いでください。

● 外部給電中に異臭や煙が出るなどの
異常がある場合は、ただちに外部給
電を停止してください。

● 外部給電についての警告は、充電に
関する警告と同じです（「充電/放電
について」を参照してください）。
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警告

● 使わないときは、機器を涼しく乾燥
した場所に保管してください。

● 外部給電しているときは、機器をト
ランクルームや車両前部の下、タイ
ヤの近くに置かないでください。

● 使用中は、車両にひかれたり地面に
落としたり、人に踏まれることがな
いようにしてください。

● 本機器を落としたり、直接ケーブル
を引っ張って移動したりしないでく
ださい。機器の移動の際は取り扱い
に注意してください。

● コンセントのコードが柔らかくなっ
た場合や、給電コネクタケーブルの
摩耗、絶縁層の破裂やその他の破損
がある場合は、外部給電機器を使用
しないでください。

● 給電コネクタ、給電コンセントの断
線や破裂、または表面に破損がある
場合は、外部給電機器を使用しない
でください。

注意

● 外部給電機器の使用上の注意事項に
ついては、外部給電機器の取扱説明
書を参照してください。

● 外部給電前にパワーバッテリーの残
量を確認し、外部給電後の航続可能
距離を予測してください。

● 外部給電前に、負荷が OFF になって
いることを確認してください。

● V2L 外部給電装置は、
EVPS-004:2014 規格に適合する必
要があります。V2H 外部給電装置
は、EVPS-002:2014 または
EVPS-002:2018 規格に適合する必
要があります。

● 外部給電中に給電コネクタを抜き出
さないでください。外部給電完了後

注意

は、外部給電装置の作動が止まって
いることを確認してから、給電コネ
クタを外してください。

お願い

● 外部給電は、可能な限りパワーバッ
テリー残量が多い状態で使用してく
ださい。

● パワーバッテリー残量が少ないとき
は、外部給電の使用が制限されます。

● V2L または V2H による給電を行う
際、電気機器が起動していなくても、
車両の冷却システムが作動して、パ
ワーバッテリー残量が低下すること
があります。

● 車両が電源ポジション「OFF」で、
長時間外部給電機器に接続した状態
で電気エネルギーを出力しない場
合、車両の待機時消費電力が増加す
るため、機器を使用しないときは給
電コネクタを外すことをおすすめし
ます。

外部給電方法*
外部給電の開始について

● 給電前に、イモビライザーが OFF になっ
ているか確認します。

● 外部給電前の点検：

1. 車両のパワーバッテリー残量が 15%
以上であることを確認します。

2. 外部給電装置の筐体の割れ、ケーブル
の摩耗、プラグの錆、および異物の付
着などの異常がないかを確認します。

3. 充電ポートに水分または異物がない、
金属端子に錆びや腐食による破損など
の異常がないことを確認します。

● 上記 2 つ目、3 つ目の異常がある場合は、
ショートや感電などにより身体に危害を
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与えるおそれがあるため、外部給電を中
止してください。

● 外部給電装置の接続：

● 充電ポートフラップのロックを解錠
し、車両の充電ポートフラップと充電
ポートキャップを開けます。（（96 ペー
ジ）を参照してください）

● 外部給電装置の給電コネクタを充電ポ
ートに挿し込み、確実に施錠します。

● V2L 外部給電を使用する場合は、外部給
電装置の給電コネクタを AC 充電ポー
トに接続してください。V2H 外部給電
を使用する場合は、外部給電装置の給
電コネクタを DC 充電ポートに接続し
てください。

● 外部給電を開始する：

● 外部給電器をしっかりと接続し、3 秒以
内に給電コネクタのボタンを 2 回連続
で押して外部給電器のスイッチをオン
にすると、車両の外部給電が開始され
ます。コンビネーションメーターには
外部給電に関する情報が表示されま
す。

外部給電を停止する

● 外部給電を終了する：

● 負荷を切り離します。

● 外部給電装置を切り離す：

● 車両を解錠した状態で、給電コネクタ
のアンロックボタンを押し、給電コネ
クタを充電ポートから抜き出します。

● 充電ポートキャップと充電ポートフラ
ップを閉めます。

● 給電装置を片づける：

● 外部給電完了後、外部給電器を収納し
ます。

V2H 装置での充放電について

● V2H 装置で充電する場合、パワーバッテ
リーが 100%まで充電されると、自動的

に充電を停止します。このとき、V2H 装
置で外部給電ができます。

● V2H 装置で放電する場合は、車両の SOC
が 15%になるまで放電すると、放電が自
動的に止まります。このとき、V2H 装置
で車両を充電することができます。

● V2H 装置で外部給電から充電への切り替
え、または充電から外部給電への切り替
えを自由に操作できます。

● V2H 装置で充電する場合、操作方法は DC
急速充電で充電する方法と同じです。

充電ポート盗難防止ロック
機能

● 充電コネクタの盗難を防ぐため、充電ポ
ートには車両に対する充電・給電中の盗
難防止機能が備わっています。初期設定
は OFF のため、マルチメディア  →エ
ネルギー→充電と放電の設定画面に入り、
「充電ポートイモビライザー」を ON に
し、機能を有効にしてください。

● ON の状態でドライバーが充電コネクタ
を挿し込み、すべてのドア、ボンネット
およびテールゲートを施錠すると、充電
コネクタがロックされます。充電コネク
タを外す場合は、車両を解錠してくださ
い。

解錠

● ON の状態で充電する場合は、次の方法
で盗難防止ロック機能を解錠し、充電コ
ネクタを抜き出してください。

● OFF の状態でリモートキーの「アンロ
ック」ボタンを押して解錠する。

● 運転席側ドアハンドルにあるマイクロ
スイッチを押して解錠する。

● 運転席内側の下にある集中ドアロック
を押して解錠する。
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番号
「充電ポート盗難防止
ロック作動モード」設

定状態

車両盗難防止ロック
状態

充電コネクタ抜き出
しの可否

1 ON 施錠 不可

2 ON ON 可能

3 OFF 施錠 可能

4 OFF ON 可能

● 上記の表の通り、車両が 2、3、4 の状態
にある場合は、上記の解錠操作以外に充
電コネクタボタンを操作して解錠するこ
とで、充電コネクタを抜き出すことがで
きます。ただし、この操作は充電ポート
や充電コネクタの使用寿命を縮めるおそ
れがあるため、緊急時以外では操作しな
いでください。

注意

● 充電ポート盗難防止ロック機能を解
錠後、速やかに充電コネクタを抜き
出してください。時間が経過する
と、充電ポート盗難防止ロック機能
が再度作動して施錠するため、再び
解錠する必要があります。

● 充電完了後に正常に走行できるよ
う、プラグを外した後は充電ポート
フラップを閉じてください。

充電ポート盗難防止ロックの緊急解錠

● 充電ポート盗難防止ロックが故障して充
電コネクタを抜き出せない場合は、手動
で非常解錠操作を行い、充電コネクタを
抜き出します。

1. ボンネットを開けると、充電ポート側の
フロントホイールガードに充電コネクタ
の緊急ケーブルが設置されています。

2. 緊急ワイヤークリップを外して緊急ワイ
ヤーを引っ張り、充電コネクタを解錠し
ます。

3. 解錠後、緊急ワイヤークリップを戻しま
す。

お願い

● 上記機能に異常または故障がある場
合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

航続可能距離の表示設定

お客様に快適な運転体験お届けするため
に、本車両には「航続距離表示モード設定」
の選択機能が搭載されています。初期設定
は「Standard」です。マルチメディア  →
音＆画面→コンビネーションメータの設定
画面から、関連設定を行うことができます。

● Standard モード走行距離：総合モードの
テスト結果から走行距離を表示します。

● ダイナミックモード走行距離:利用可能
なパワーバッテリー残量と現在のエネル
ギー消費平均値に基づいて、予測走行距
離を表示します。

● 航続距離表示モードは、設定されたモー
ドを記憶します。車両の電源ポジション
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を「OFF」にして再度「ON」にした場
合、前回の設定モードを維持して表示し
ます。

お願い

● 航続距離表示モードをダイナミック
に設定した場合：

● フル充電毎に表示される航続距離
は、前回の走行で消費したエネル
ギーに基づいて計算されるため、
前回と異なる場合があります。

● 表示される航続距離は、エアコン
の使用状態、選択された運転モー
ド（ECO、NORMAL、SPORT な
ど）、およびドライバーの運転習慣
により調整されるため、現在の使
用状況に近い推定航続距離となり
ます。

回生ブレーキの設定

回生ブレーキとは、ブレーキ中のモーター
の逆トルクを利用して生成するエネルギー
を回収・再利用することで、エネルギー効
率を高める仕組みです。

● 回生ブレーキ：

●「D」レンジで走行中、アクセルペダル
から足を離してブレーキペダルを踏
み、車両が安定している場合、減速プ
ロセスでは優先的にモーター回生によ
る減速が行われます。モーター出力が
不足したときは油圧ブレーキが能動的
に介入し、十分な制動力を与えると同
時に生成したエネルギーを回収し、省
エネ効果を上げます。

● 回生惰行：

●「D」レンジで走行中、アクセルペダル
を一定量戻すと、モーターの逆トルク
により減速すると同時に生成したエネ
ルギーを回収することで、省エネ効果
を上げます。

● 車両が減速する際、エネルギーは回生ブ
レーキシステムによって回収されます。
ただし、正常な使用に影響を与えないよ
う、不必要な加速や減速操作は行わない
でください。

● 回生ブレーキモードスイッチ（（86 ペー
ジ）を参照してください）またはマルチ
メディアシステムから、回生ブレーキの
強さを設定することができます。

● スタンダード：アクセルペダルを離す
と、通常の回生エネルギー量を回収し
ます。このとき、車両の減速度は普通
です。

● 大：アクセルペダルを離したとき、ス
タンダードに比べてより多くの回生エ
ネルギー量を回収します。このとき、
車両の減速度はスタンダードより大き
くなります。

● マルチメディア  →エネルギー→エネ
ルギー管理の設定画面から、回生ブレー
キの強さを設定できます。

● アクセルペダルから足を離したときの回
生ブレーキの強さを、ニーズに合わせて
自由に選択できます。

● 回生ブレーキの強さは、設定されたモー
ドを記憶します。車両の電源ポジション
を「OFF」にして再度「ON」にした場
合、前回の設定モードを維持します。

お願い

● 高速走行中は、回生ブレーキ強度の
設定を変更しないでください。注意
が散漫になり、思わぬ事故を起こす
おそれがあります。
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バッテリー

パワーバッテリー

● パワーバッテリーは車両の動力源で、繰
り返し充放電が可能です。

● パワーバッテリーの電力供給源は主に 2
つあります。1 つ目は外部電源によるパ
ワーバッテリーの充電、2 つ目は制動時
や惰性走行時に回生ブレーキによりパワ
ーバッテリーを充電する方式です。

● パワーバッテリーはボディーの底部にあ
るため、凹凸のある路面や悪路を走行す
る場合は、バッテリーが破損しないよう
速度を落として慎重に運転してくださ
い。何かにぶつかった場合は、ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で点検してください。

バッテリー特性

● バッテリー本体の電気化学特性の影響お
よびパワーバッテリーを保護する目的か
ら、以下の条件では性能に一定のばらつ
きがありますが、異常ではありません。

● パワーバッテリーの残量が多い場合
は、回生ブレーキ性能が低下すること
があります。

● フル充電に近づくまでパワーバッテリ
ーを充電すると、トリクル充電モード
に切り替わるため、コンビネーション
メーターに表示されるフル充電までの
予測時間が変化します。

● パワーバッテリーの残量が少ない場合
は、加速性能が低下します。

● パワーバッテリーの残量が少ない場合
は、V2L/V2H が正常に使えないため、
早めに充電してください。

● 高温や低温の環境では、パワーバッテ
リーの充放電能力が弱くなるため、充
電時間が延びますが異常ではありませ
ん。このような場合は、高出力充電設
備での充電をおすすめします。気温が

極端に低い状態で走行する場合は、動
力性能が低下することがあります。

● 低温の環境でパワーバッテリーを充電
する場合、温度制御機能により充電能
力を大幅に改善しています。低温時の
充電については、「充電上のご注意」を
参照してください。

● バッテリー温度制御機能は、低温環境
で車両を運転する際に適切なタイミン
グで自動的に加熱を開始し、低温走行
時の動力性能や放電性能を確保するこ
とで走行性能を向上させます。走行距
離が短い場合は、加熱が十分にできな
いため電力消費が増えてしまい、航続
可能距離が短くなることがあります。

● 低温環境では、バッテリーの残量が減
少する可能性があります。また、残量
は温度の低下に伴いさらに減少しま
す。低温環境で、バッテリー残量が多
い車両を充電すると、パワーバッテリ
ー残量が急に 100%になることがあり
ます。

● パワーバッテリーが通常使用されている
場合、車両の航続可能距離は以下の要因
の影響を受けます。

● 運転習慣：一定速度で走行する場合に
比べ、加速や減速を頻繁に行う方が航
続可能距離は短くなります。また低速
走行よりも高速走行の方が航続可能距
離が短くなります。

● 道路状況：悪路が続く道路や長い上り
坂を走行する場合の航続可能距離は、
平坦で乾燥している路面を走行する場
合より短くなります。

● 気温：低温の環境で走行する場合の航
続可能距離は、通常の環境で走行する
場合より短くなります。

● 電気機器の使用状況：運転中にエアコ
ンを付けた場合、エアコンを使わない
場合に比べて航続可能距離は短くなり
ます。

● 利用可能なバッテリー残量は、使用時間
の増加により低下します。
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バッテリーの使い方について

● 周囲温度が-10〜40℃の範囲で車両を利
用することをお勧めします。バッテリー
残量が少ない場合は、十分な航続可能距
離や良好な加速性能を確保するため、早
めに充電してください。

● 低温の場所に駐車後はバッテリー温度が
低いため、しばらく走行してバッテリー
温度が上昇してから充電してください。
また、長時間の高速走行後はバッテリー
の最高温度が高くなる可能性があり、こ
れも充電電力が制限される要因となりま
す。

● 長期間性能を維持するためには、高温や
極端な低温環境に 24 時間以上駐車しな
いでください。

● 周辺温度が低い環境で長時間駐車する場
合は、バッテリーの熱放散を低減させて
使用性能を確保するため、地下駐車場や
暖房付き駐車場などの温度が高い場所に
駐車してください。

● 頻繁な急加速や急減速を避けて平坦な乾
燥している道路を走行し、必要に応じて
エアコンなどの消費電力の大きい電装部
品を切る、またはエアコンの温度を調整
して、航続可能距離を伸ばすことをおす
すめします。

● 車両を初めて使用する、または長時間放
置した後に使用する場合は、コンビネー
ションメーターに表示されるバッテリー
残量がばらつくことがあります。そのた
め、運転前にパワーバッテリーをフル充
電することをおすすめします。

● 日常的に使用する場合は、定期的に車両
のパワーバッテリーをフル充電してくだ
さい（推奨：充電は週に 1 回以上）。ま
た、3 ヶ月～半年毎に、バッテリー残量
が少ない状態（SOC が 10%未満）からフ
ル充電することをおすすめします。

● 極端な走行（急加速や急減速の繰り返し
など）によりパワーバッテリーの温度が
高くなった場合は、パワーバッテリーの
放電能力が少しずつ低下しますが異常で
はありません。また、パワーバッテリー

の温度が高くなりすぎるとコンビネーシ
ョンメーターに警告灯が点灯します。こ
のようなときは、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

● パワーバッテリーの残量が異常に上が
る、または下がる場合は、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場で
点検してください。

警告

非常時や事故発生時は、次の警告に注
意してください。

● 怪我などを防ぐため、パワーバッテ
リーを直接触らないでください。

● 早急に BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

● パワーバッテリーが破損し液体が漏
れ出した場合は、漏れ出した液体を
絶対に触らないでください。不注意
で皮膚や目に付着したときは、すぐ
に多量の水で洗い流し、ただちに医
師の手当てを受けてください。

● 車両火災が起きたときは専用消火器
で消火し、水系の消火器は使わない
でください。

注意

● パワーバッテリーの安全を確保する
ため、引火性や爆発性があるもの、
火元および各種の危険化学品から遠
く離れた場所に駐車してください。

● 利用可能なバッテリー残量は、使用
時間の増加により低下します。

● パワーバッテリーの寿命を縮めるお
それがあるため、駐車時は熱源から
遠く離れ、日光が長時間当たる場所
を避けてください。

● 車を長期間（7 日以上）使用しない
場合、パワーバッテリーを長持ちさ
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注意

せるためにパワーバッテリーの充電
を 40%～60%に保つことをおすす
めします。車を 3 ヶ月以上使用し
ない場合は、パワーバッテリーを 3
ヶ月毎にフル充電し、その後 40%～
60%まで放電してください。そう
しないと、パワーバッテリーの過放
電によるバッテリー性能の低下、ま
たは破損を引き起こすおそれがあり
ます。このような車両の故障は、品
質保証の対象外となります。

● パワーバッテリーはボディーの底部
にあるため、悪路を走る場合は慎重
に運転してください。

● パワーバッテリーが何かにぶつかっ
た場合は、ただちに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
で点検してください。

パワーバッテリーの回収

電気自動車を廃車にする場合は、下記のプ
ロセスに従って処理してください。

1. 車両を BYD の回収サービスセンターに
お持ちください。パワーバッテリーの残
価を評価します。

2. 評価済みの車両を回収・解体業者にお持
ちいただくと、パワーバッテリーを取り
外します。

3. 回収・解体業者が取り外した古いパワー
バッテリーを回収サービスセンターに引
き渡し、回収サービスセンターはパワー
バッテリーを買い戻します。

警告

● 電気自動車の所有者は、不用になっ
たパワーバッテリーを回収サービス
センターに引き渡す責任と義務があ
ります。不要になったパワーバッテ
リーを他の業者や個人に勝手に引き
渡したり、取り外しや分解を勝手に
行うことで発生した環境汚染や事故

警告

については、相応の責任を負う必要
があります。

起動バッテリー

● 作動モードは、「正常」、「スリープ」、「省
エネ」、「低電圧保護」などがあり、目的
はバッテリーのセルを守ることです。車
両システムに不具合がないときは、モー
ドの切り替えを自動で行うため普段の利
用に影響はありません。

● 起動バッテリーの電圧不足を避けるた
め、条件を満たしている（車両の電源ポ
ジション「OFF」、パワーバッテリーから
給電可能、起動バッテリーの電圧が設計
値以下）場合は、自動で「インテリジェ
ント充電機能」が作動します。

● インテリジェント充電機能が作動する
と、パワーバッテリーを使用して起動バ
ッテリーを充電します。そのため、車両
をしばらく放置してから再度始動する
と、コンビネーションメーターに表示さ
れる SOC または航続距離が減少してい
ますが異常ではありません。

● 「インテリジェント充電機能」が機能しな
い場合は、起動バッテリーからの電源供
給を止めることがあります。使用前に起
動バッテリーの充電がないときは、運転
席側ドアハンドルのマイクロスイッチを
押し続けて起動バッテリーを有効にした
後、ただちに車両の走行可能表示灯を
「OK」にして起動バッテリーを充電して
ください。このとき、充電は 1 時間以上
行ってください。

お願い

● 起動バッテリーにはリレーが内蔵さ
れており、作動中に「ダダ」と音が
聞こえますが異常ではありません。
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お願い

● 起動バッテリーの充電には専用工具
が必要なため、無断でバッテリーを
外して充電しないでください。

● 起動バッテリーの破損につながるお
それがあるため、他車の燃料油車両
とのジャンプスタートは行わないで
ください。

● 起動バッテリーは低電圧プラットフ
ォームタイプを採用しており、通常
の鉛バッテリーと異なる特性を持っ
ています。詳細については、本オー
ナーズマニュアルの取扱説明書をお
読みください。

● 起動バッテリーにはインテリジェン
トコントロールモジュールが内蔵さ
れています。起動バッテリーの破損
または怪我を避けるため、無断で起
動バッテリーの分解や修理をしない
でください。

● 車両と通信できないときは起動バッ
テリーを正常に使用できないため、
必ずコネクタやワイヤーハーネスを
正しく接続してください。

起動バッテリー電圧不足時のスリープ解除
機能

運転席側ドアのマイクロスイッチ操作によ
る起動

● 車両を長期間保管すると、起動バッテリ
ーがスリープ状態になり、リモートキー
の「アンロック」ボタンで車両を解錠で
きない場合があります。

● このとき、リモートキーを携帯した状態
で運転席ドアハンドルのマイクロスイッ
チを 3 秒以上押し続けると（「（54 ペー
ジ）」を参照）、起動バッテリーのスリー
プ解除機能が作動して車両が解錠されま
す。

お願い

● 起動バッテリーの残量が少ない場合
は、コンビネーションメーターに「バ
ッテリーの残量が不足、車両の電源
がもうすぐ切れます」と表示され、
車両が再びスリープ状態になりま
す。ただちに車両の走行可能表示灯
を「OK」にし、1 時間以上車両を起
動したままにしてください。

モータールームからのジャンプスタートに
よる起動

● 運転席側ドアハンドルのマイクロスイッ
チでスリープ解除および解錠ができない
場合は、起動バッテリーの残量が少ない
可能性があるため、メカニカルキーを使
用してドアを開けてください。このと
き、2 本の特別なジャンプスタート専用
ケーブルと 12V 電源を介して車両を始動
できます。

● モータールームの配電ボックスの専用イ
ンターフェースを介してのみ実行できま
す。モータールーム内の配電ボックスの
起動ポイントを図に示します。

①ブースターケーブルの正極

②ブースターケーブルの負極

● 上記のいずれの操作を行っても車両を始
動できない場合は、速やかに BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス工場
にご連絡ください。
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